
台東区立浅草中学校

学びに向かう力・人間性 思考・判断・表現力 知識・技能

授業態度・提出物・発言・ワークシート・ノート 学習活動における話し合い・発表の様子
ワークシート・作文・レポート・聞き取りテスト
ノート・定期考査・ワーク

小テスト・漢字コンテスト・定期考査・書写
書き初め・ワークシート

領域 単元
言

葉

に

出

会

う

た

め

に

音声の働きや仕組みについて進んで理解を深め、小学校での学習を生かして音
読しようとしたり、声を届けようとしたりしている。

・聞き手を意識して、速さ、声の強弱、間の取り方、言葉の調子、声の高さを工夫
している。
・情景や心情を表す表現に応じて、音読のしかたを工夫している。

学
び
を
ひ
ら
く

場面の展開について、描写を基に積極的に捉え、学習課題に沿って感想を交流
しようとしている。

進んで記録したり質問したりしながら話の内容を捉え，学習課題に沿ってメモを取
ろうとしている。

学習課題に沿って，積極的に情報の整理のしかたについて理解を深め，それらを
使おうとしている。

集めた材料を粘り強く整理し，学習の見通しをもってわかりやすく説明しようとして
いる。

学習課題に沿って，積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。

「読むこと」→場面ごとに会話や描写を整理して、登場人物の心情や関係の変化
を捉えている。

・「話すこと・聞くこと」→日常の話題について，情報を整理し，聞き取る内容を考え
ている。情報を的確に聞き取り，要点を押さえてメモしている。

「書くこと」→目的や相手を意識して，情報を集めて整理し，説明の文章の構成を
考えている。

・登場人物の心情や行動を表す言葉に着目して作品を読み進めている。事象や
行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の意
味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊か
にしている。

・5W1Hに注意して、キーワードとなる言葉を書き留め、番号や記号を用いて整理
している。

・情報の整理のしかたを理解し，情報を比較したり，分類したりしている。

・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を深め、それら
を使い、集めた情報を観点に沿って比較したり、共通点を見つけて分類したりして
整理している。

・漢字の組み立てと部首について理解し、漢和辞典を使って調べている。

新
し
い
視
点
で

文章の中心的な部分と付加的な部分について積極的に捉え、学習課題に沿って
筆者の工夫を伝え合おうとしている。

進んで要旨を把握し，学習の見通しをもって考えたことを伝え合おうとしている。　

学習課題に沿って，積極的に意見と根拠の関係について理解しようとしている。

話の構成を粘り強く考え，学習の見通しをもってスピーチをしようとしている。

・単語の類別を理解するために，今までの学習を生かして，積極的にその前提と
なる言葉の単位について理解しようとしている。

「読むこと」→「問い」と「答え」から中心的な部分を捉え，筆者の主張を理解してい
る。

「読むこと」→序論・本論・結論の段落のまとまりに着目し，要旨を捉えている。

「話すこと・聞くこと」→聞き手を意識して話題を決め、話の内容を選んで整理して
いる。聞き手を想定し，伝えたいことが明確になるように，構成を考え，話す順番
を工夫している。

・比較や分類、関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を深め、本文中
で比較がどのように使われているかを理解している。
・原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解し、筆者の主張
と事例との関係を理解している。

・筆者の主張と事例との関係を理解している。

・説得力のある根拠や，意見と根拠の結び付きについて理解している。

・声の大きさ，話す速さ，間の取り方などに注意しながらスピーチをしている。

・文法の必要性を知り，言葉の単位とその働きについて理解している。

情

報

社

会

を

生

き

る

引用のしかたや出典の示し方について積極的に理解を深め，学習課題に沿って
それらを使おうとしている。

・「書くこと」→目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，本やインター
ネットを活用して情報を集め，整理し，伝えたいことを明らかにして書いている。
・「読むこと」→必要な情報に着目して要約し，内容を理解している。

比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかたや出典の示し
方について理解を深めている。グラフや文章の中の情報を関連づけて情報を整
理し，引用のしかたや出典の示し方を理解している。

令和7年度

第1学年　国語　観点別学習状況の評価規準
評価の観点

配分

具体的
評価資料



言
葉
に
立
ち
止
ま
る

文章の構成や展開，表現の効果について積極的に考え，学習の見通しをもって
詩を創作しようとしている。

・進んで要旨を把握し，学習課題に沿って言葉について考えを深めようとしてい
る。

今までの学習を生かして，積極的に指示する語句と接続する語句の役割につい
て理解を深めようとしている。

・今までの学習を生かして，積極的に事象や行為，心情を表す語句の量を増すと
ともに，話や文章の中で使おうとしている。

・「読むこと」→詩に描かれている情景を想像し，文章の構成や展開，表現の効果
について，根拠を明確にして考えている。
・「書くこと」→自分の思いが読み手に伝わるように，言葉や表現を工夫して詩を
書いている。

・「読むこと」→各段落の役割を理解し，要旨を捉えている。

・詩の中の語句の意味を捉えながら，語感を磨き，語彙を豊かにしている。
・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し、表現を工夫して詩を
書いている。

・文中で使われている比喩の文脈上の意味を理解している。

・指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めている。

・言葉を集め，似た意味の言葉や修飾する言葉を考え，伝えたいことに合う的確
な言葉を探している。

読
書
生
活
を
豊
か
に

・読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを進
んで理解し，今までの学習を生かして本の魅力や感想を伝え合おうとしている。
・文章を読んで理解したことに基づいて，積極的に自分の考えを確かなものにし，
学習課題に沿って本を読んで考えたことを伝え合おうとしている。

「読むこと」→文章を読み，理解したことを基に，自分の考えを形成している。 ・さまざまな読書の楽しみ方について理解し，読書が知識を得たり，新しいものの
見方や考え方を知ったり，自分の考えを広げたりすることに役立っていることを理
解している。

心
の
動
き

・登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に積極的に捉え，学
習の見通しをもって朗読しようとしている。

・進んで場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈し，学習の見通し
をもって考えを伝え合おうとしている。

・進んで記録したり質問したりしながら，話の内容を捉え，今までの学習を生かし
て話を引き出そうとしている。

・集めた材料を積極的に整理し，学習課題に沿って案内文を書こうとしている。

・粘り強く文章を整え，学習課題に沿って案内文を推敲しようとしている。

・今までの学習を生かして，積極的に共通語と方言の果たす役割について理解し
ようとしている。

・学習課題に沿って，積極的に漢字を読んだり書いたりしようとしている。

「読むこと」→描写に着目して，場面の展開や登場人物の相互関係，登場人物の
行動や心情の変化を、描写を基に捉えている。

「読むこと」→場面ごとの状況や，場面と人物などの描写を結び付けて，内容を読
み深めている。

「話すこと・聞くこと」→話し手のスピーチに耳を傾け，聞いたことを基に，質問のし
かたを工夫して聞き，対話をしながら話を十分に理解しようとしている。共通点や
相違点などを踏まえて，自分の考えをまとめている。

「書くこと」→伝えたい事柄・相手に応じて，必要な情報が明確に伝わるように，項
目ごとに整理して案内文を書いている。

「書くこと」→読み手の立場に立って，誤記はないか，表現は適切か，伝える情報
が正確にわかりやすく書けているかなどを検討し、文章を整えている。

・戦時中という時代背景や，その中で暮らす人々の生活苦を理解している。

・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し、様子や動きを何かに
たとえた表現を探し，どのような情景や気持ちをたとえているのか考えている。

・音声の働きや仕組みについて，理解を深めている。（(1)ア）
→話す速度や音量，言葉の調子や間の取り方などに注意しながらスピーチをして
いる。

・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を深め，情報を
項目ごとに整理することを理解し，案内文の作成に生かしている。

・文章の推敲を通して、正確でわかりやすい表現に書き改めている。

・共通語と方言の役割や特徴について理解している。

・漢字の音・訓について理解し，熟語を正しく読んだり，同じ熟語の音・訓の読み
方を使って短い文を作ったりしている。

筋
道
を
立
て
て

・文章の構成や展開について粘り強く考え，学習の見通しをもって考えたことを文
章にまとめようとしている。

・今までの学習を生かして，積極的に原因と結果の関係について理解しようとして
いる。

・文章の構成や展開を粘り強く考え，学習の見通しをもってレポートを作成しようと
している。

・進んで話題の展開を捉え，学習課題に沿って話し合いにおける発言のしかたに
ついて考えようとしている。

・積極的に互いの発言を結び付けて考えをまとめ，学習の見通しをもってグルー
プ・ディスカッションをしようとしている。

・進んで表現の効果について考え，今までの学習を生かして朗読しようとしてい
る。

「読むこと」→文章の構成や展開をとらえ、筆者の意見と，それを支える根拠との
関係を考えている。

「書くこと」→書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して、自
分の考えに説得力をもたせるようなレポートの構成を考えている。自分の考えを
裏づける資料やデータを選び，アンケートで得られた情報を適切に関連づけて，
考察を導き出し、自分の考えが伝わる文章になるように工夫している。

・「話すこと・聞くこと」→話題や展開を捉えながら話し合うために気をつけることを
理解し，課題に沿って発言内容を考えている。

・「話すこと・聞くこと」→話し合いの話題や展開を捉え，互いの発言を結び付けな
がら考えをまとめている。

・「読むこと」→繰り返しの表現や繰り返しながら変化している表現などに着目しな
がら考えている。

・原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解し、筆者がどの
ような事実を基にどのような仮説を立てたかについて，理解している。

・原因と結果がどうつながっているか整理し，二つの関係について理解している。

・比較や分類，関係づけなどについて理解を深め，情報を整理し，自分の考えを
裏づける資料やデータを選び，出典の示し方に気をつけながら引用している。

　

・「根拠を述べる」「前の人の意見を受けて話す」「自分の意見と比較しながら聞く」
「意見を整理する」「話がそれたときは元の話題に戻す」を理解している。

・意見と根拠など情報と情報との関係について理解している。（(2)ア）
→自分の考えをまとめる際に，意見に対する根拠を考えている。

・詩の言葉がどのように使われているか考えて，朗読をしている。



い
に
し
え
の
心
に
ふ
れ
る

・古典にはさまざまな種類の作品があることを積極的に知り，今までの学習を生
かして古文を音読しようとしている。
・進んで古文を音読し，学習課題に沿って描かれている古典の世界を想像しよう
としている。

・積極的に漢文を音読し，今までの学習を生かして故事成語を使った文章を書こ
うとしている。

「読むこと」→場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描
写を基に捉えている。登場人物の関係や思いに着目して読み，現代の自分たち
と比べ，古典の世界と現代の人々に共通する部分を考えている。

・「読むこと」→故事成語を調べ，どんな意味に使われるようになったか説明して
いる。
・「書くこと」→文章とと自分の体験とを重ねて，書く内容の中心が明確になるよう
に文章の展開や構成を考えている。

・音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，言葉の調子や間の取り方な
どを意識して音読している。
・小学校から親しんできた古典の作品を思い起こし，古典にはさまざまな種類の
作品があることを理解している。
・音読に必要な文語のきまり，古文特有のリズムについて理解し，その世界に親
しんでいる。　

・音読に必要な文語のきまり，漢文特有のリズムや言い回しなどについて理解し
ている。

価
値
を
見
い
だ
す

・積極的に必要な情報に着目して要約し，自分の考えを文章にまとめようとしてい
る。

・読み手からの助言などを踏まえ，自分の文章のよい点や改善点を進んで見いだ
し，学習課題に沿って書評を書き，助言し合おうとしている。

・単語の類別を理解するために，今までの学習を生かして，積極的にその前提と
なる文の組み立てについて理解しようとしている。

・「読むこと」→目的に沿って必要な情報を結び付け，要約している。賛成か反対
か，立場を明確にして，筆者の主張に対する自分の考えをまとめている。　　・「書
くこと」→立場を明確にして，自分の考えの根拠となる事例を挙げながら，意見を
まとめて書いている。

「書くこと」→読み手からの助言を踏まえて，自分の書いた書評のよい点や改善
点を見つけている。

・原因と結果，意見と根拠の関係に着目して，必要な情報を取り出し，整理してい
る。
・要約するための情報の整理のしかたを理解し，自分の考えをまとめるときに要
約や引用を明確に示している。

・書評を書き，助言し合う活動を通して，読書の意義を理解している。

・「文節どうしの関係」「連文節」「文の組み立て」について，理解を深めている。

読

書

に

親

し

む

読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを積
極的に理解し，今までの学習を生かして考えたことを伝え合おうとしている。

「読むこと」→筆者のものの見方や考え方が表れている部分に線を引き，考えた
ことをグループで発表し合う活動を通して，自分の理解を確かなものにしている。

・読書が知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに役立つことを理解
している。

自
分
を
見
つ
め
る

・文章の構成や展開，表現の効果について積極的に考え，学習の見通しをもって
別の人物の視点から文章を書き換えようとしている。

・今までの学習を生かして，積極的に単語の類別について理解しようとしている。

・進んで場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈し，今までの学習
を生かして考えたことを伝え合おうとしている。

・粘り強く文章の構成や展開を考え，学習の見通しをもって随筆を書こうとしてい
る。

・積極的に比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し，学習課題に
沿ってそれらを使おうとしている。

集めた材料を積極的に整理し，今までの学習を生かして要点をフリップにまとめ，
発表しようとしている。

文章を読んで理解したことに基づいて，積極的に自分の考えを確かなものにし，
考えたことを伝え合おうとしている。

・「読むこと」→文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考え
ている。時間・場所・出来事・語り手に着目して作品の構成や展開を捉えたり，具
体的な表現を挙げてその効果について自分の考えをまとめたりしている。登場人
物の考え方や感じ方について，自分の考えをもっている。
・「書くこと」→書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して文
章の構成や展開を考えている。別の人物の視点から、その人物の心情や行動が
明確になるように構成や展開を工夫して書いている。

・「読むこと」において，場面と場面，場面と描写などを結び付けて，筆者の思いを
捉えている。

・「書くこと」→読み手に状況がイメージできるように，書く内容の中心が伝わるよう
に，構成を工夫している。
・「書くこと」において，根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるよ
う、書きだしや結び，出来事を，言葉を吟味し，描写を工夫して書いている。

・「話すこと・聞くこと」→聞き手や場に応じて，発表の言葉や表現を変えるなどの
工夫をしている。
・「書くこと」→目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，情報を集め
整理し，内容が伝わる端的な言葉をフリップに書いている。

・「読むこと」→詩の解釈を通して理解したことに基づいて，自分の考えを確かなも
のにしている。

・場面描写の言葉や登場人物の心情を表す言葉に着目している。

・「単語の分類」「品詞」「体言と用言」について，理解を深めている。

・語感を磨き語彙を豊かにし、詩の中で心情や情景がどのように表現されている
かを理解している。

・体験や思いを伝えるために，情景や心情を表す言葉を適切に選んで使ってい
る。

・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使っている。 

・声の大きさ，話す速さ，間の取り方などに注意しながら発表をしている。
・比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかたや出典の示し
方について理解を深め，要点をわかりやすくフリップにまとめている。

・詩に用いられている表現の技法を理解し使っている。



台東区立浅草中学校

知識・技能 思考･判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

ワークシート、小テスト、定期考査 ワークシート、小テスト、定期考査 ワークシート、小テスト

領域 単元

世
界
の
姿
・
日
本
の
姿

〇緯度と経度，大陸と海洋の分布，主な
国々の名称と位置などを基に，世界の地域
構成を大観し理解している。
〇我が国の国土の位置，世界各地との時
差，領域の範囲や変化とその特色などを基
に，日本の地域構成を大観し理解している。

〇世界の地域構成の特色を，大陸と海洋の
分布や主な国の位置，緯度や経度などに着
目して多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
〇日本の地域構成の特色を，周辺の海洋の
広がりや国土を構成する島々の位置などに
着目して多面的・多角的に考察し，表現して
いる。

〇世界の地域構成について，よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる課題を主体
的に追究しようとしている。
〇日本の地域構成について，よりよい社
会の実現を視野にそこで見られる課題
を主体的に追究しようとしている。

人
々
の
生
活
と
環
境

◯	人々の生活は，その生活が営まれる場所
の自然及び社会的条件から影響を受けた
り，その場所の自然及び社会的条件に影響
を与えたりすることを理解している。
◯	世界各地における人々の生活やその変容
を基に，世界の人々の生活や環境の多様性
を理解している。その際，世界の主な宗教の
分布についても理解している。

◯	世界各地における人々の生活の特色やそ
の変容の理由を，その生活が営まれる場所
の自然及び社会的条件などに着目して多面
的・多角的に考察し，表現している。

〇世界各地の人々の生活と環境について，
よりよい社会の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に追究しようとしている。

世
界
の
諸
地
域

◯	世界各地で顕在化している地球的課題
は，それが見られる地域の地域的特色の影
響を受けて，現れ方が異なることを理解して
いる。
◯	アジア州・ヨーロッパ州・アフリカ州・北アメ
リカ州・南アメリカ州・オセアニア州の各州に
暮らす人々の生活を基に，各州の地域的特
色を大観し理解している。

◯	アジア州・ヨーロッパ州・アフリカ州・北アメ
リカ州・南アメリカ州・オセアニア州の各州に
おいて，地域で見られる地球的課題の要因
や影響を，州という地域の広がりや地域内の
結び付きなどに着目して，それらの地域的特
色と関連付けて多面的・多角的に考察し，表
現している。

〇世界の諸地域について，よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的
に追究しようとしている。

知識・技能 思考･判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

古
代
ま
で
の
日
本

◯	世界の古代文明や宗教のおこりを基に，世界の各地で文
明が築かれたことを理解している。
◯	日本列島における農耕の広まりと生活の変化や当時の
人々の信仰，大和朝廷（大和政権）による統一の様子と東ア
ジアとの関わりなどを基に，東アジアの文明の影響を受けな
がら我が国で国家が形成されていったことを理解している。
◯	律令国家の確立に至るまでの過程，摂関政治などを基
に，東アジアの文物や制度を積極的に取り入れながら国家
の仕組みが整えられ，その後，天皇や貴族による政治が展
開したことを理解している。
◯	仏教の伝来とその影響，仮名文字の成立などを基に，国
際的な要素をもった文化が栄え，それらを基礎としながら文
化の国風化が進んだことを理解している。

◯	古代文明や宗教が起こった場所や環境，農耕の広まりや
生産技術の発展，東アジアとの接触や交流と政治や文化の
変化などに着目して，事象を相互に関連付けるなどして，世
界の古代文明や宗教のおこり，日本列島における国家形
成，律令国家の形成，古代の文化と東アジアとの関わりに
ついて，古代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察
し，表現している。
◯	古代までの日本を大観して，時代の特色を多面的・多角
的に考察し，表現している。

古代までの日本について，よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

中
世
の
日
本

◯	鎌倉幕府の成立，元寇（モンゴル帝国の襲来）などを基
に，武士が台頭して主従の結び付きや武力を背景とした武
家政権が成立し，その支配が広まったこと，元寇がユーラシ
アの変化の中で起こったことを理解している。
◯	南北朝の争乱と室町幕府，日明貿易，琉球の国際的な役
割などを基に，武家政治の展開とともに，東アジア世界との
密接な関わりが見られたことを理解している。
◯	農業など諸産業の発達，畿内を中心とした都市や農村に
おける自治的な仕組みの成立，武士や民衆などの多様な文
化の形成，応仁の乱後の社会的な変動などを基に，民衆の
成長を背景とした社会や文化が生まれたことを理解してい
る。

◯	武士の政治への進出と展開，東アジアにおける交流，農
業や商工業の発達などに着目して，事象を相互に関連付け
るなどして，武家政治の成立とユーラシアの交流，武家政治
の展開と東アジアの動き，民衆の成長と新たな文化の形成
について，中世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考
察し，表現している。
◯	中世の日本を大観して，時代の特色を多面的・多角的に
考察し，表現している。

〇中世の日本について，よりよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追究しようとしている。

令和7年度

配分

具体的 評価資料

評価の観点

地
理

評価の観点

配分

歴
史

第１学年　社会科 　観点別学習状況の評価規準



0章 算数から数学へ   （4時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自然数、素数、素因数分解の意味を理解している。 

・素因数分解の一意性を理解し、自然数を素因数分解

することができる。 

・自然数をいくつかの数の積で表すことにより、整数

の性質を見いだし表現することができる。 

・自然数をいくつかの数の積で表すことにより、整数

の性質を見いだそうとしている。 

 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

整
数
の
性
質 

九九表のきまりを見つ

けよう 

（教科書 p.11～13） 

１ 

九九表の数の並びから、い

ろいろなきまりを見いだ

し、説明することができる。 

・九九表の数の並びから、いろいろなきま

りを見いだし、説明する。 

・九九表を縦２ます横２ますの正方形で囲

むと、斜めの数どうしの積が等しくなる

ことを確かめる。 

 〇九九表の数の並びから、いろい

ろなきまりを見いだし、説明す

ることができる。 

〇自然数をいくつかの数の積で表

すことにより、整数の性質を見

いだそうとしている。 

整数の性質 

（教科書 p.14～18） 

２ 

素因数分解の意味を理解す

る。 

・九九表を縦２ます、横２ますの正方形で

囲むと、斜めの数どうしの積が等しくな

る理由を説明する。 

 

・素因数分解の意味を知る。 

[用語・記号]自然数、素数、素因数分解す

る 

〇素因数分解の意味を理解してい

る。 

〇九九表を縦２ます、横２ますの

正方形で囲むと、斜めの数どう

しの積が等しくなる理由を考

え、説明することができる。 

３ 

素因数分解の一意性や累乗

の意味を理解し、自然数を

素因数分解することができ

る。 

・素因数分解の方法を考え、どんな順序で

行っても同じ結果になることを知る。 

・九九表の数を素因数分解し、どんな数の

積で表されるかを調べる。 

[用語・記号]２乗、３乗、平方、立方、累

乗、指数 

〇素因数分解の一意性や累乗の意

味を理解し、自然数を素因数分

解することができる。 

〇九九表の数を素因数分解した結

果から、九九表の数は、素数の 2、

3、5、7、それらの積と１だけで

つくられていることを見いだ

し、説明することができる。 

４ 

自然数を素因数分解した式

から、もとの数の約数や、も

との数がどんな数の倍数で

あるかを求めることができ

る。 

・自然数を素因数分解した式から、もとの

数の約数や、もとの数がどんな数の倍数

であるかを求める。 

○自然数を素因数分解した式か

ら、もとの数の約数や、もとの数

がどんな数の倍数であるかを求

めることができる。 

 



 1章 数の世界をひろげよう [正負の数]  （25時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・正負の数の必要性と意味を具体的な場面と結びつ

けて理解している。 

・正負の数の大小関係や絶対値の意味を理解してい

る。 

・正負の数の四則計算をすることができる。 

・具体的な場面で正負の数を用いて表したり処理し

たりすることができる。 

・算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正負の

数の四則計算の方法を考察し表現することができ

る。 

・数の集合と四則計算の可能性について捉え直すこ

とができる。 

・正負の数を活用して様々な事象における変化や状

況を考察し表現することができる。 

・正負の数のよさに気づき粘り強く考えようとして

いる。 

・正負の数について学んだことを生活や学習に生か

そうとしている。 

・正負の数を活用した問題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

正
負
の
数 

小さい数から大きい数

をひくには？ 

（教科書 p.19～21） 

１ 

正負の数の必要性と意味を

理解する。 

・ひき算の九九表を完成させるためには、

どんな数が必要であるかを考える。 

・0 より小さい数を身のまわりから探し、

気温を例にして「－」のついた数がどん

なことを表しているかを考える。 

・＋、－の符号や正の数、負の数の意味を

知る。 

［用語・記号］－、マイナス、＋、プラス、

正の符号、負の符号、正の数、負の数 

○正負の数の必要性と意味を、具

体的な場面と結びつけて理解し

ている。 

 ○正負の数の必要性と意味を考え

ようとしている。 

１ 符号のついた数 

（教科書 p.22～24） 

２ 

反対の性質をもつ量や基準

とのちがいを、正負の数を

用いて表すことができる。 

・反対の性質をもつ量や基準とのちがい

を、正負の数を使って表す。 

・正負の数で表された数量の意味を読み

とる。 

○反対の性質をもつ量や基準との

ちがいを、正負の数を使って表

したり、正負の数で表された数

量の意味を読みとったりするこ

とができる。 

 

２ 数の大小 

（教科書 p.25～27） 

３ 

正負の数を数直線上に表す

ことができる。また、数直線

を使って正負の数の大小を

考え、その関係を不等号を

使って表すことができる。 

・算数で学習した数直線を負の数の範囲

にひろげる。 

・正負の数を数直線上に表す。 

・数直線を使って正負の数の大小を考え、

その関係を不等号を使って表す。 

［用語・記号］原点、正の方向、負の方向 

○数直線上の位置と正負の数の大

小の関係を理解している。 

○数直線を使って正負の数の大小

を考え、その関係を不等号を使

って表すことができる。 

 ○正負の数の大小関係を考えよう

としている。 

４ 

絶対値の意味を理解し、絶

対値をもとにして正負の数

の大小を考え、その関係を

不等号を使って表すことが

できる。 

・絶対値をもとにして正負の数の大小を

考え、不等号を使って表す。 

［用語・記号］絶対値 

○絶対値の意味を理解し、絶対値

を求めることができる。 

○絶対値をもとにして正負の数の

大小を考え、その関係を不等号

を使って表すことができる。 

 

基本の問題 

（教科書 p.28） 

 



２ 

加
法
と
減
法 

正負の数のたし算はど

うなるのかな？ 

（教科書 p.29） ５ 

東西への移動をもとにし

て、正負の数の加法の意味

を考えることができる。 

・東西への移動をもとにして、正負の数

で、2 つの数のたし算を考える。 

・加法の意味を知る。 

［用語・記号］加法 

○正負の数の加法の意味を理解し

ている。 

○正負の数の加法を、東西への移

動をもとにして考え、説明する

ことができる。 

○正負の数の加法の計算方法を考

えようとしている。 

１ 加法 

（教科書 p.30～33） 

６ 

正負の数の加法の計算がで

きる。 

・同符号、異符号の数の加法について、加

えた 2 つの数と和の符号や絶対値に着

目して、計算方法を考える。 

・正負の数の加法の計算をする。 

・0 との加法について考える。 

・分数や小数の加法の計算をする。 

○正負の数の加法の計算方法を理

解し、計算ができる。 

○同符号、異符号の数の加法につ

いて、加えた 2 つの数と和の符

号や絶対値に着目して、計算方

法を見いだし、説明することが

できる。 

７ 

正負の数では、加法の交換

法則と結合法則が成り立つ

ことを理解し、いくつかの

数の加法をくふうして計算

することができる。 

・算数で学習したたし算の計算法則が、正

負の数でも成り立つかどうかを調べる。 

・加法の交換法則、結合法則を利用して、

いくつかの数の加法を計算する。 

［用語・記号］加法の交換法則、加法の結

合法則 

○正負の数では加法の交換法則と

結合法則が成り立つことを理解

し、いくつかの数の加法をくふ

うして計算できる。 

 

２ 減法 

（教科書 p.34～36） 

８ 

正負の数の減法の意味を、

加法をもとにして考え、理

解することができる。 

・減法を加法の逆算とみて、正負の数で、

2 つの数のひき算を考える。 

・減法の意味を知る。 

・数直線を使って、正負の数の減法の計算

方法を考える。 

［用語・記号］減法 

○正負の数の減法の意味を理解し

ている。 

〇算数で学習したひき算と関連づ

けて、正負の数の減法を、数直線

を使って考え、説明することが

できる。 

○正負の数の減法の計算方法を考

えようとしている。 

９ 

正負の数の減法を、加法に

なおして計算することがで

きる。 

・正負の数の減法の計算をする。 

・0 からある数をひくこと、ある数から 0

をひくことについて考える。 

・分数や小数の加法の計算をする。 

○正負の数の減法の計算方法を理

解し、計算ができる。 

 

３ 加法と減法の混じ

った計算 

（教科書 p.37～39） 

10 

正負の数の加法と減法の混

じった式を、項の和とみる

ことができる。 

・正負の数の加法と減法の混じった式を、

項の和とみる。 

・正負の数の加法と減法の混じった式を、

項を書き並べた式に表す。 

［用語・記号］項 

○正負の数の項の和の意味を理解

している。 

○正負の数の加法と減法の混じっ

た式を、項の和とみることがで

きる。 

○正負の数の加法と減法の混じっ

た式の計算の方法を考えようと

している。 

11 

正負の数の加法と減法の混

じった式の計算ができる。 

・正負の数の加法と減法の混じった式の

計算をする。 

○正負の数の加法と減法の混じっ

た式の計算方法を理解し、計算

ができる。 

 

基本の問題 

（教科書 p.40） 
12 

 



３ 

乗
法
と
除
法 

正負の数のかけ算はど

うなるのかな？ 

（教科書 p.41） 
13 

東西への移動をもとにし

て、正負の数の乗法の意味

を考え、理解することがで

きる。 

・九九表を負の数の範囲にひろげて、2 つ

の数のかけ算を調べる。 

・東西への移動をもとにして、正負の数

で、2 つの数のかけ算を考える。 

・乗法の意味を知る。 

［用語・記号］乗法 

○正負の数の乗法の意味を理解し

ている。 

○正負の数の乗法を、東西への移

動をもとにして考え、説明する

ことができる。 

 

○正負の数の乗法の計算方法を考

えようとしている。 

１ 乗法 

（教科書 p.42～47） 

14 

正負の数の乗法の計算がで

きる。 

・正負の数の乗法の計算をする。 

・小数や分数の乗法を計算する。 

・ある数と－1 との積を考える。 

・ある数と 1 や 0 との積を考える。 

○正負の数の乗法の計算方法を理

解し、計算ができる。 

○東西に移動する場面で、0をふく

む正負の数の乗法が表すことを

説明することができる。 

15 

正負の数で、乗法の交換法

則と結合法則が成り立つこ

とを理解し、いくつかの数

の乗法をくふうして計算す

ることができる。 

・算数で学習したかけ算の計算法則が、正

負の数でも成り立つかどうかを調べる。 

・乗法の交換法則、結合法則を利用して、

いくつかの数の乗法を計算する。 

［用語・記号］乗法の交換法則、乗法の結

合法則 

○正負の数では乗法の交換法則と

結合法則が成り立つことを理解

し、いくつかの数の乗法をくふ

うして計算できる。 

 

16 

正負の数の累乗の計算がで

きる。 

・正負の数の累乗の計算をする。 

 

○正負の数の累乗の計算ができ

る。 

○(－a)2 と－a2 のちがいを、積の

形に表して説明することができ

る。 

２ 除法 

（教科書 p.48～51） 

17 

正負の数の除法を、乗法の

逆算をもとにして考え、正

負の数の除法の計算ができ

る。 

・除法を乗法の逆算とみて、正負の数で、

2 つの数のわり算を考える。 

・除法の意味を知る。 

・0 をある数でわった商は 0 になること、

0 でわる除法は考えないことを知る。 

・正負の数の除法の計算をする。 

・分子や分母が負の数の分数の表し方を

考える。 

［用語・記号］除法 

○正負の数の除法の計算方法を理

解し、計算ができる。 

〇除法を乗法の逆算とみて、正負

の数の除法の計算方法を考え、

説明することができる。 

 

○正負の数の除法の計算方法を考

えようとしている。 

18 

正負の数の除法を、逆数を

使って乗法になおして計算

することができる。 

・正負の数の逆数を考える。 

・正負の数の除法は、わる数の逆数をかけ

ることと同じであることを確認する。 

・除法を乗法になおして計算する。 

・四則の意味を知る。 

［用語・記号］逆数、四則 

○正負の数の除法は、わる数の逆

数をかけることと同じであるこ

とを理解し、逆数を使って乗法

になおして計算できる。 

○誤りのある正負の数の除法の計

算について、誤りを指摘すること

ができる。 

３ 四則の混じった計

算 

（教科書 p.52～53） 

19 

正負の数の四則の混じった

計算ができる。 

・正負の数の四則の混じった式を、計算順

序にしたがって計算する。 

・算数で学習したかっこのある式の計算

のくふうが、正負の数でも成り立つかど

うかを調べる。 

○正負の数の四則の混じった式の

計算順序を理解し、計算ができ

る。 

 ○正負の数の四則の混じった計算

の計算方法を考えようとしてい

る。 

20 

正負の数の分配法則を利用

した計算ができる。 

・分配法則を利用して、正負の数の計算を

する。 

［用語・記号］分配法則 

○正負の数では分配法則が成り立

つことを理解し、分配法則を利

用した計算ができる。 

 



４ 数の範囲と四則 

（教科書 p.54～55） 
21 

数の範囲と四則計算の可能

性について調べ、その関係

を考えることができる。 

・自然数どうしの加法、減法、乗法、除法

の表を完成させるためには、どんな数が

必要であるかを考える。 

・数の範囲とその範囲でいつでもできる

四則について調べる。 

 ○数の集合と四則計算の可能性に

ついて捉え直すことができる。 

 

○数の範囲と四則計算の可能性の

関係を調べようとしている。 

 

基本の問題 

（教科書 p.56） 
22 

 

４ 

正
負
の
数
の
利
用 

身長の平均をくふうし

て求めてみよう 

（教科書 p.57～58） 

23 

正負の数を利用して、身長

の平均をくふうして求める

方法を考え、説明すること

ができる。 

・身長の平均を、基準を決めてくふうして

求める方法を考え、説明する。 

・複数の考え方を比べて、似ているところ

やちがうところを話し合う。 

○具体的な場面で正負の数を使っ

て表したり処理したりすること

ができる。 

○正負の数を利用して、身長の平

均をくふうして求める方法を考

え、説明することができる。 

○正負の数について学んだことを

生活や学習に生かそうとしてい

る。 

〇正負の数を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようと

している。 
１ 正負の数の利用 

（教科書 p.59） 
24 

身のまわりの問題を、正負

の数を利用して解決するこ

とができる。 

・正負の数を利用して、売れたパンの個数

の平均をくふうして求める。 

・正負の数で表された前の地点との標高

差をもとにして、基準の位置との標高の

ちがいを調べる。 

○身のまわりの問題を、正負の数

を利用して解決することができ

る。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.60） 
25 

 

 



2章 数学のことばを身につけよう [文字と式]     （18時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・文字を用いることの必要性と意味を理解してい

る。 

・文字を用いた式における積や商の表し方を知って

いる。 

・文字を用いた式の文字に数を代入して、その式の

値を求めることができる。 

・簡単な 1 次式の計算をすることができる。 

・数量の関係や法則などを、文字を用いた式に表す

ことができることを理解している。 

・数量の関係や法則などを、文字を用いた式を用い

て表したり、読みとったりすることができる。 

・具体的な場面と関連づけて、1 次式の加法と減法の

計算の方法を考察し表現することができる。 

・文字を用いた式を活用して、具体的な事象を考察し

表現することができる。 

・文字を用いることのよさに気づき粘り強く考えようと

している。 

・文字を用いた式について学んだことを生活や学習に生

かそうとしている。 

・文字を用いた式を活用した問題解決の過程を振り返っ

て検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

文
字
を
使
っ
た
式 

棒の本数を求めてみよ

う 

（教科書 p.63～65） 

１ 

正方形をつなげた棒の本数

の求め方を自分なりの方法

で考え、式や図を使って説

明することができる。 

・正方形を 5 個つなげた棒の本数の求め方

を考え、式や図を使って説明する。 

・正方形を 20 個つなげた棒の本数を求め

る。 

 ○正方形をつなげた棒の本数の求

め方を考え、式や図を使って説

明することができる。 

○正方形をつなげた棒の本数の求

め方を考えようとしている。 

１ 文字の使用 

（教科書 p.66～67） 
２ 

文字を用いることの必要性

と意味を理解し、具体的な

数量を、文字を使った式で

表すことができる。 

・文字を用いることの必要性と意味を知

る。 

・具体的な数量を、文字を使った式で表す。 

・具体的な数量を表した文字が、どんな数

の代わりとして使われているかを考え

る。 

○文字を用いることの必要性と意

味を理解している。 

○具体的な数量を、文字を使った

式で表すことができる。 

○具体的な数量を表した文字が、

どんな数の代わりとして使われ

ているかを考察することができ

る。 

○文字を用いることの必要性と意

味を考えようとしている。 

 

２ 文字を使った式の

表し方 

（教科書 p.68～72） 

３ 

文字式での積の表し方にし

たがって、式を表すことが

できる。 

・具体的な数量を、積の表し方にしたがっ

て、文字を使った式で表す。 

・文字式での積の表し方にしたがって、式

を表す。 

○文字式での積の表し方のきまり

を理解し、文字式での積の表し

方にしたがって式を表すことが

できる。 

 

４ 

文字式での累乗や商の表し

方にしたがって、式を表す

ことができる。 

・文字式での累乗の表し方にしたがって、

式を表す。 

・文字式での商の表し方にしたがって、式

を表す。 

○文字式での累乗の表し方のきま

りを理解し、累乗の表し方にし

たがって式を表すことができ

る。 

○文字式での商の表し方のきまり

を理解し、商の表し方にしたが

って式を表すことができる。 

 



５ 

単位の異なる数量どうしの

和や差を、単位をそろえた

式に表すことができる。ま

た、割合や速さに関する数

量を、文字を使った式で表

したり、文字を使った式が

表す数量を読みとったりす

ることができる。 

・単位の異なる数量どうしの和や差を、単

位をそろえた式に表す。 

・割合に関する数量を、文字を使った式で

表す。 

・速さに関する数量を、文字を使った式で

表す。 

・文字を使った式が表す具体的な数量を、

読みとる。 

 

○単位の異なる数量どうしの和や

差の表し方を理解し、単位をそ

ろえた式に表すことができる。 

○割合に関する数量を、文字を使

った式で表すことができる。 

○速さに関する数量を、文字を使

った式で表すことができる。 

○文字を使った式が表す数量を、

読みとることができる。 

 

６ 

πの意味を理解し、円周の

長さや円の面積を、文字を

使った式で表したり、文字

を使った式が表す数量を読

みとったりすることができ

る。 

・πの意味を知る。 

・円周の長さや円の面積を、文字を使った

式で表す。 

・文字を使った式が表す具体的な数量を、

読みとる。 

［用語・記号］π 

○πの意味とπを使った式の表し

方のきまりを理解し、文字を使

った式で表すことができる。 

○文字を使った式が表す数量を、

読みとることができる。 

 

３ 代入と式の値 

（教科書 p.73～74） 
７ 

文字に数を代入することや

式の値の意味を理解し、式

の値を求めることができ

る。 

・文字に数を代入することや式の値の意味

を知る。 

・式の中の文字に数を代入して、式の値を

求める。 

［用語・記号］代入する、式の値 

○文字に数を代入することや式の

値の意味を理解し、式の値を求

めることができる。 

  

基本の問題 

（教科書 p.74） 
８ 

 

２ 

文
字
式
の
計
算 

  

棒の本数を求める式

は？ 

（教科書 p.75） 

９ 

棒の本数を求める式から、

その求め方を読みとって、

図を使って説明することが

できる。 

・棒の本数を求める式を読みとって、その

求め方を、図を使って説明する。 

 ○棒の本数を求める式から、その

求め方を読みとり、図を使って

説明することができる。 

○棒の本数を求める式から、その

求め方を読みとって説明しよう

としている。 

 

１ 1 次式の計算 

（教科書 p.76～81） 

10 

項と係数の意味を理解し、

文字の部分が同じ項を 1 つ

の項にまとめることができ

る。 

・項と係数の意味を知る。 

・文字の部分が同じ項を 1 つの項にまとめ

て簡単にする。 

［用語・記号］項、係数 

○項と係数の意味を理解してい

る。 

○文字の部分が同じ項を 1 つの項

にまとめることができる。 

〇具体的な場面と関連づけて、1 次

式の加法の計算方法を考え、説

明することができる。 

○1 次式の計算方法を考えようと

している。 

11 

1 次式の加法や減法の計算

ができる。 

・1 次式の加法や減法の計算をする。 ○1 次式の加法や減法の計算方法

を理解し、計算ができる。 

〇具体的な場面と関連づけて、1 次

式の減法の計算方法を考え、説

明することができる。 

12 

1 次式と数の乗法の計算が

できる。 

・1 次式と数の乗法の計算をする。 ○1 次式と数の乗法の計算方法を

理解し、計算ができる。 

 



13 

1 次式と数の除法の計算が

できる。また、分配法則を使

って、1 次式のいろいろな計

算ができる。 

・1 次式と数の除法を乗法になおして計算

する。 

・分配法則を使って、1 次式のいろいろな

計算をする。 

○1 次式と数の除法の計算方法を

理解し、計算ができる。 

○分配法則を使って、1 次式のいろ

いろな計算ができる。 

 

基本の問題 

（教科書 p.82） 
14 

 

３ 

文
字
式
の
利
用 

棒の本数を求めてみよ

う 

（教科書 p.83～84） 

15 

文字を用いた式を活用し

て、立方体をつなげた棒の

本数を求める式を考え、そ

の求め方を説明することが

できる。 

・立方体をつなげた棒の本数を求める式を

考え、その求め方を説明する。 

・複数の考え方をもとにした式を比べて、

どのようなことがいえるかを話し合う。 

 ○立方体をつなげた棒の本数の求

め方を、正方形をつなげた棒の

本数の求め方と関連づけて考

え、式や図を使って表現するこ

とができる。 

○文字を用いた式について学んだ

ことを生活や学習に生かそうと

している。 

○文字を用いた式を活用した問題

解決の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

１ 数の表し方 

（教科書 p.85） 
16 

いろいろな整数を文字を用

いた式で表したり、式が表

す数を読みとったりするこ

とができる。 

・いろいろな整数を、文字を用いた式で表

したり、式が表す数を読みとったりす

る。 

○いろいろな整数を文字を用いた

式で表したり、式が表す数を読

みとったりすることができる。 

 

２ 数量の間の関係の

表し方 

（教科書 p.86～87） 

17 

等式、不等式の意味を理解

し、数量の間の関係を等式

や不等式で表したり、等式

や不等式が表す数量の関係

を読みとったりすることが

できる。 

・等式、不等式の意味を知る。 

・数量の間の関係を等式や不等式で表す。 

・等式や不等式が、どんな数量の関係を表

しているかを考える。 

［用語・記号］等式、不等式、左辺、右辺、

≧、≦ 

○等式と不等式の意味を理解して

いる。 

○数量の間の関係を等式や不等式

で表すことができる。 

○等式や不等式が表す数量の間の

関係を読みとることができる。 

 ○等式と不等式の必要性と意味を

考えようとしている。 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.88） 
18 

 

 



3章 未知の数の求め方を考えよう [方程式]   （14時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・方程式の必要性と意味を理解している。 

・方程式の解や等式の性質、移項の意味を理解してい

る。 

・等式の性質の意味を理解し、等式の性質を用いて方

程式を解くことができる。 

・移項の考えを用いて方程式を解くことができる。 

・簡単な１次方程式、比例式を解くことができる。 

・事象の中の数量やその関係に着目し、1 次方程式を

つくることができる。 

・１次方程式を用いて具体的な場面の問題解決を行

うときの、解の吟味の意味と必要性を理解してい

る。 

・等式の性質をもとにして、１次方程式を解く方法を

考察し表現することができる。 

・方程式において、移項できる理由を等式の性質をも

とにして考察し表現することができる。 

・具体的な場面の問題において、１次方程式を活用

し、問題を解決することができる。 

・具体的な場面の問題において、解を吟味して解答と

してよいかどうかを判断することができる。 

・方程式のよさに気づき粘り強く考えようとしてい

る。 

・正負の数や文字を使った式で学んだことを生かし

て、方程式を効率的に解く方法を検討している。 

・方程式について学んだことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

・方程式を活用した問題解決の過程を振り返って検

討しようとしている。 

 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

方
程
式
と
そ
の
解
き
方 

  

りんごの個数を求めて

みよう 

（教科書 p.91～93） 

１ 

数量を求める問題を、既習

の内容を活用して解決する

ことを通して、方程式の必

要性を理解する。 

・収穫したりんごの個数が何個あるかを、

式や図を使って求める。 

 ○求めたい数量を、既習の内容を

活用して考え、その求め方を式

や図を使って説明することがで

きる。 

○求めたい数量がある問題を、既

習の内容を活用して考えようと

している。 

１ 方程式とその解 

（教科書 p.94～97） 

２ 

方程式とその解の意味を理

解し、文字に値を代入して

方程式の解を求めることが

できる。 

・方程式とその解の意味を知る。 

・方程式の中の文字に値を代入して、解で

あるかどうかを確かめる。 

［用語・記号］方程式、（方程式の）解 

○方程式とその解の意味を理解し

ている。 

 ○方程式の必要性と意味を考えよ

うとしている。 

 

３ 

等式の性質を使って、方程

式を解くことができる。 

・方程式を解く方法を、てんびんの操作と

結びつけて考える。 

・等式の性質を使って方程式を解く。 

［用語・記号］方程式を解く、等式の性質 

○等式の性質を理解し、等式の性

質を使って方程式を解くことが

できる。 

 

○方程式を解く方法を、てんびん

の操作と結びつけて考え、説明

することができる。 

２ 方程式の解き方 

（教科書 p.98～99） 
４ 

移項の意味を理解し、移項

の考えを使って方程式を解

くことができる。 

・等式の性質を使って方程式を解く過程を

振り返って、移項の考えを見いだす。 

・移項の考えを使って方程式を解く。 

・移項の考えを使って方程式を解く手順を

確認する。 

［用語・記号］移項 

○移項の意味を理解し、移項の考

えを使って方程式を解くことが

できる。 

○移項の考えを使って方程式を解

く手順を理解している。 

○等式の性質を使って方程式を解

く過程を振り返って、移項の考

えを見いだし、説明することが

できる。 

○方程式を効率的に解く方法を考

えようとしている。 



３ いろいろな方程式 

（教科書 p.100～102） 

５ 

かっこをふくむ方程式や、

係数に小数をふくむ方程式

を解くことができる。 

・かっこをふくむ方程式を解く。 

・係数に小数をふくむ方程式を解く。 

○かっこをふくむ方程式の解き方

を理解し、その方程式を解くこ

とができる。 

○係数に小数をふくむ方程式の解

き方を理解し、その方程式を解

くことができる。 

 

６ 

係数に分数をふくむ方程式

を解くことができる。また、

1 次方程式を解く手順を理

解する。 

・係数に分数をふくむ方程式を解く。 

・1 次方程式を解く手順を確認する。 

［用語・記号］分母をはらう、1 次方程式 

○係数に分数をふくむ方程式の解

き方を理解し、その方程式を解

くことができる。 

○1 次方程式を解く手順を理解し

ている。 

 

基本の問題 

（教科書 p.102） 
７ 

 

２ 

１
次
方
程
式
の
利
用 

プランターの間隔は何

cm？ 

（教科書 p.103～104） 

８ 

具体的な問題を、方程式を

利用して解決するときの考

え方や手順を理解する。 

・プランターの間隔を、逆算の考えや方程

式を使って求め、それらの考えを比較す

る。 

・方程式を利用して問題を解決するときの

手順を確認する。 

○具体的な問題の中の数量やその

関係に着目し、1 次方程式をつく

ることができる。 

○方程式を利用して問題を解決す

るときの手順を理解している。 

○１次方程式を利用して、具体的

な問題を解決することができ

る。 

○方程式を具体的な問題の解決に

利用しようとしている。 

○方程式を利用した問題解決の過

程を振り返ってその手順を検討

しようとしている。 

１ １次方程式の利用 

（教科書 p.105～108） 

９ 

個数と代金に関する問題

を、方程式を利用して解決

することができる。 

・個数と代金に関する問題を、方程式を利

用して解決する。 

10 

速さ・時間・道のりに関する

問題を、方程式を利用して

解決することができる。ま

た、求めた解が問題に適し

ているかどうかを考え、説

明することができる。 

・速さ・時間・道のりに関する問題を、方

程式を利用して解決する。 

・速さに関する問題で、求めた解が問題に

適しているかどうかを考える。 

・方程式を利用して問題を解決するときの

手順をまとめる。 

○１次方程式を利用して、具体的

な問題を解決することができ

る。 

○求めた解が問題に適しているか

どうかを、問題の場面に戻って

考え、説明することができる。 

11 

過不足に関する問題を、方

程式を利用して解決するこ

とができる。 

・過不足に関する問題を、方程式を利用し

て解決する。 

○１次方程式を利用して、具体的

な問題を解決することができ

る。 

２ 比例式の利用 

（教科書 p.109～111） 

12 

比例式の性質を理解し、そ

の性質を利用して文字の値

を求めたり、具体的な問題

を解決したりすることがで

きる。 

・比の値が等しいことを表す式を変形し

て、比例式の性質を見いだす。 

・比例式の性質を利用して、文字の値を求

めたり、具体的な問題を解決したりす

る。 

［用語・記号］比例式 

○比例式の意味とその性質を理解

し、比例式の性質を利用して文

字の値を求めることができる。 

○比例式の性質を利用して方程式

をつくり、具体的な問題を解決

することができる。 

○比例式の性質を見いだし、その

性質を説明することができる。 

○比例式を具体的な問題の解決に

利用しようとしている。 

13 
基本の問題 

（教科書 p.111） 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.114） 
14 

 



4章 数量の関係を調べて問題を解決しよう [比例と反比例]   （22時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・関数関係、座標の意味を理解している。 

・比例、反比例について理解している。 

・比例、反比例を表、式、グラフなどに表すことがで

きる。 

・比例、反比例として捉えられる 2 つの数量につい

て、表、式、グラフなどを用いて調べ、それらの変

化や対応の特徴を見いだすことができる。 

・比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し 

表現することができる。 

・関数関係や比例、反比例のよさに気づいて粘り強く

考えようとしている。 

・比例、反比例について学んだことを生活や学習に生

かそうとしている。 

・比例、反比例を活用した問題解決の過程を振り返っ

て検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

関
数
と
比
例
・
反
比
例 

満水になるまでの時間

を予想しよう 

（教科書 p.117～119） 

１ 

身のまわりの問題を、関数

の考えを利用して解決する

ことができる。 

・水槽が満水になるまでの時間を予想する

ために、水槽の形や水槽に入れる水の量

の変化など、どんなことがわかればよい

かを考える。 

 ○身のまわりの問題を、関数の考

えを利用して解決することがで

きる。 

○関数の考えを生活や学習に生か

そうとしている。 

〇関数関係の意味や比例、反比例

について考えようとしている。 

１ 関数 

（教科書 p.120～123） 

 
関数の意味及び変域の意味

と表し方を理解し、変域を

不等号を使って表すことが

できる。 

また、2 つの数量の間に関数

の関係があるかどうかを判

断することができる。 

・関数の意味を知る。 

・変域の意味と表し方を知る。 

・変域を不等号を使って表す。 

・2 つの数量の間に関数の関係があるかど

うかを調べる。 

・関数の関係を「～は…の関数である」と

いういい方で表す。 

［用語・記号］変数、y は x の関数である、

変域 

○関数の意味を理解している。 

○変域の意味と表し方を理解し、変

域を不等号を使って表すことが

できる。 

○2 つの数量の間に関数の関係が

あるかどうかを判断し、表現する

ことができる。 

○身のまわりの問題を、関数の考

えを利用して解決することがで

きる。 

２ 

３ 

身のまわりの問題を解決す

るために、関数の関係にあ

る 2 つの数量を見つけるこ

とができる。 

・シュレッダーで裁断された紙の量と関数

の関係にある数量を考える。 

 ○シュレッダーで裁断された紙の

量を求めるために、関数の関係

にある数量を見つけることがで

きる。 

２ 比例と反比例 

（教科書 p.124～125） 
４ 

比例の意味を理解し、比例

の関係を式に表すことがで

きる。また、反比例の意味を

理解し、反比例の関係を式

に表すことができる。 

・比例の意味を知る。 

・y を x の式で表して、y が x に比例するか

どうかを調べる。 

・反比例の意味を知る。 

・y を x の式で表して、y が x に反比例する

かどうかを調べる。 

［用語・記号］y は x に比例する、比例定

数（比例）、y は x に反比例する、比例

定数（反比例） 

○比例の意味を理解し、比例の関

係を式に表すことができる。 

○反比例の意味を理解し、反比例

の関係を式に表すことができ

る。 

 



基本の問題 

（教科書 p.126） 
５ 

     

２ 

比
例
の
性
質
と
調
べ
方 

負の数の世界へひろげ

てみよう 

（教科書 p.127） 
６ 

x の変域や比例定数を負の

数にひろげても、比例の性

質が成り立つことを理解す

る。 

・算数で学習した比例の性質やグラフの 

特徴を振り返る。 

・ x の変域や比例定数のとりうる範囲を負

の数にひろげても、比例の性質が成り立

つかどうかを調べる。 

○x の変域や比例定数を負の数に

ひろげても、比例の性質が成り

立つことを理解している。 

 ○数の範囲を負の数までひろげる

と比例の性質やグラフの特徴が

どうなるかやその調べ方を考え

ようとしている。 

 

１ 比例の表と式 

（教科書 p.128～129） 

７ 

y が x に比例するとき、1 組

の x、y の値から、比例の式

を求めることができる。 

・x の変域や比例定数が負の数の場合をふ

くめた比例の式を考える。 

○y が x に比例するとき、1 組の x、

y の値から、y を x の式で表すこ

とができる。 

 

２ 比例のグラフ 

（教科書 p.130～135） 

８ 

座標の意味や点の位置の表

し方を理解し、点の座標を

求めたり、座標を平面上の

点で表したりすることがで

きる。 

・変域を負の数にひろげたときの比例のグ

ラフをかくために、負の数も範囲に入れ

た点の位置の表し方を考える。 

・点の座標を求めたり、座標を平面上の点

で表したりする。 

［用語・記号］x 軸、y 軸、座標軸、原点、

x 座標、y 座標、座標 

○座標の意味や点の位置の表し方

を理解している。 

○点の座標を求めたり、座標を平面

上の点で表したりすることがで

きる。 

 

９ 

比例のグラフは、その式を

みたす点の集合であり、原

点を通る 1 つの直線である

ことを理解する。また、比例

のグラフの特徴を理解す

る。 

・変域を負の数にひろげたときの比例のグ

ラフがどのようになるかを、点を細かく

とって調べる。 

・比例定数が負の数の場合の比例のグラフ

をかいて、正の数の場合との共通点やち

がいを調べる。 

○比例のグラフは、その式をみたす

点の集合であり、原点を通る 1 つ

の直線であることを理解してい

る。 

○比例のグラフの特徴を理解して

いる。 

○比例のグラフの特徴を見いだ

し、説明することができる。 

○変域や比例定数のとりうる範囲

を負の数にひろげて、比例のグ

ラフの特徴を捉えようとしてい

る。 

 

10 

比例について、x の値が増加

するときの y の値の変化の

特徴を理解する。また、比例

のグラフの特徴をもとに、

グラフをかくことができ

る。 

 

・比例について、x の値が増加するときの

y の値の変化の様子を、比例定数が正の

数の場合と負の数の場合で、表やグラフ

を用いて調べる。 

・比例のグラフの特徴をもとに、グラフを

かく。 

・比例の性質を調べる方法を振り返る。 

○比例について、x の値が増加する

ときの y の値の変化の特徴を理

解している。 

○比例のグラフの特徴をもとに、グ

ラフをかくことができる。 

○比例について、xの値が増加する

ときの y の値の変化の特徴を、

表やグラフを用いて捉え、説明

することができる。 

○比例の値の変化の特徴を、表や

グラフを用いて捉えようとして

いる。 

３ 比例の表、式、グ

ラフ 

（教科書 p.136～137） 

11 

比例の表、式、グラフを関連

づけて理解する。また、比例

のグラフから式を求めるこ

とができる。 

・比例の表やグラフから式を求める方法を

考える。 

・比例の表、式、グラフのどこに比例定数

があらわれるかをまとめる。 

・比例のグラフから式を求める。 

○比例のグラフから式を求めるこ

とができる。 

○比例の表やグラフから式を求め

る方法を考え、説明することが

できる。 

○比例について学んだことを生か

して、比例の表、式、グラフを関

連づけて捉えようとしている。 



 

基本の問題 

（教科書 p.138） 
12 

 

３ 

反
比
例
の
性
質
と
調
べ
方 

負の数の世界へひろ

げてみよう 

（教科書 p.139） 13 

x の変域や比例定数を負の

数にひろげても、反比例の

性質が成り立つことを理解

する。 

・算数で学習した反比例の性質やグラフの

特徴を振り返る。 

・x の変域や比例定数のとりうる範囲を負

の数にひろげても、反比例の性質が成り

立つかどうかを調べる。 

○x の変域や比例定数のとりうる

範囲を負の数にひろげても、反

比例の性質が 

成り立つことを理解している。 

 ○数の範囲を負の数までひろげる

と反比例の性質やグラフの特徴

がどうなるかやその調べ方を考

えようとしている。 

 

１ 反比例の表と式 

（教科書 p.140～141） 
14 

y が x に反比例するとき、1

組の x、y の値から、反比例

の式を求めることができ

る。 

・x の変域や比例定数が負の数の場合をふ

くめた反比例の式を考える。 

○y が x に反比例するとき、1 組の

x、y の値から、反比例の式を 

求めることができる。 

 

２ 反比例のグラフ 

（教科書 p.142～145） 

 

15 

反比例のグラフは、その式

をみたす点の集合であり、

なめらかな 2 つの曲線で 

あることを理解する。 

・変域を負の数にひろげたときの反比例の

グラフがどのようになるかを、点を細か

くとって調べる。 

○反比例のグラフは、式をみたす点

の集合であり、なめらかな 2 つの

曲線であることを理解している。 

○反比例のグラフの特徴を見いだ

すことができる。 

○変域や比例定数のとりうる範囲

を負の数にひろげて、反比例の

グラフの特徴を捉えようとして

いる。 

16 

反比例のグラフの特徴を理

解する。また、反比例のグラ

フをかくことができる。 

・比例定数が負の数の場合の反比例のグラ

フをかいて、正の数の場合との共通点や

ちがいを調べる。また、x の値を大きく

したり 0に近づけたりするとグラフはど

うなるかを調べる。 

・反比例のグラフをかく。 

［用語・記号］双曲線 

○反比例のグラフの特徴を理解し

ている。 

○反比例のグラフをかくことがで

きる。 

17 

反比例の値の変化の特徴を

理解する。 

・反比例について、x の値が増加したとき

の y の値の変化の様子を、比例定数が正

の数の場合と負の数の場合で、表やグラ

フを用いて調べる。 

・反比例の性質を調べる方法を振り返る。 

○反比例の値の変化の特徴を理解

している。 

 

○反比例について、x の値が増加 

するときの y の値の変化の特徴

を、表やグラフを用いて捉え、

説明することができる。 

○反比例の値の変化の特徴を、表

やグラフを用いて捉えようとし

ている。 

３ 反比例の表、式、

グラフ 

（教科書 p.146～147） 

18 

反比例の表、式、グラフを関

連づけて理解する。また、反

比例のグラフから式を求め

ることができる。 

・反比例の表やグラフから式を求める方法

を考える。 

・反比例の表、式、グラフのどこに比例定

数があらわれるかをまとめる。 

・反比例のグラフから式を求める。 

○反比例のグラフから式を求める

ことができる。 

○反比例の表やグラフから式を求

める方法を考え、説明すること

ができる。 

○反比例について学んだことを生

かして、反比例の表、式、グラフ

を関連づけて捉えようとしてい

る。 

基本の問題 

（教科書 p.148） 

 



 

 

 

 

４ 

比
例
と
反
比
例
の
利
用 

待ち時間を予想する

ためには？ 

（教科書 p.149～150） 

19 

身のまわりの問題で、関数

の関係にある数量を見いだ

し、その関係を比例とみな

して解決することができ

る。 

・行列の待ち時間を予想するために、どん

なことがわかればよいかを考える。 

・1 人がポップコーンを買うのにかかる時

間を一定と考えて、並んでいる人数から

待ち時間を予想する。 

 ○具体的な事象で関数の関係にあ

る数量を見いだし、その関係を

比例とみなして表現し、問題を

解決することができる。 

○比例、反比例について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとし

ている。 

〇比例、反比例を活用した問題解

決の過程を振り返って検討しよ

うとしている。 

○2 つの数量の関係を、表や式、グ

ラフに表すことのよさに気づい

ている。 

１ 比例と反比例の 

利用 

（教科書 p.151～153） 

20 

身のまわりの問題を比例や

反比例を利用して解決する

ことができる。また、A＝BC

で表される関係において、

それらの数量の間の関係を

考えることができる。 

・身のまわりの問題を、比例や反比例を用

いて解決する。 

・A＝BC の式で、A、B、C のうち、1 つの

変数の値を決めたとき、他の 2 つの変数

の関係がどうなるかを調べる。 

 ○具体的な事象の中の数量の関係

が比例や反比例であることを見

いだし、問題を解決することが

できる。 

○A＝BC で表される関係におい

て、それらの数量の間の関係を

考察することができる。 

21 

身のまわりの問題を、比例

のグラフを利用して解決す

ることができる。 

・身のまわりの問題を、比例のグラフを利

用して解決する。 

・比例のグラフから、具体的な事象を読み

とる。 

○比例のグラフから、具体的な事象

を読みとることができる。 

○具体的な事象の中の数量の関係

を比例とみなして、そのグラフ

を利用して問題を解決すること

ができる。 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.154） 
22 

 



5章 平面図形の見方をひろげよう [平面図形]   （17時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・平行移動、対称移動及び回転移動について理解して

いる。 

・平面図形に関する用語や記号の意味と使い方を理

解している。 

・角の二等分線、線分の垂直二等分線、垂線などの基

本的な作図の方法を理解している。 

・おうぎ形の弧の長さと面積を求めることができる。 

・図形の移動に着目し、２つの合同な図形の関係につ

いて考察し表現することができる。 

・線対称な図形の性質をもとにして、基本的な作図の

方法を考察し表現することができる。 

・図形の移動や基本的な作図を具体的な場面で活用

することができる。 

・平面図形の性質や関係を捉えることのよさに気づ

き粘り強く考えようとしている。 

・平面図形について学んだことを生活や学習に生か

そうとしている。 

・図形の移動や基本的な作図を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようとしている。 

 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

図
形
の
移
動 

しきつめ模様をデザイ

ンしよう 

（教科書 p.157～159） 

１ 

しきつめ模様の特徴を図形

の移動の見方で捉えたり、

図形を移動させてしきつめ

模様をつくったりすること

ができる。 

・日本の伝統模様を合同な図形でしきつめ

られているとみたり、1 つの図形を移動

させて正六角形の模様をつくったりす

る。 

 ○しきつめ模様の特徴を図形の移

動の見方で捉えたり、図形を移

動させてしきつめ模様をつくっ

たりすることができる。 

 

○2 つの合同な図形の関係を移動

の見方で捉えようとしている。 

１ 図形の移動 

（教科書 p.160～167） 

２ 

平行移動の意味とその性質

を理解する。 

・正六角形の模様の中の 2 つの図形の関係

を移動の見方で観察し、平行移動につい

て知る。 

・平行移動の性質をもとにして、ある図形

を平行移動させた図形をかく。 

［用語・記号］直線ＡＢ、線分ＡＢ、半直

線ＡＢ、△ＡＢＣ、平行移動、// 

○平行移動の意味とその性質を理

解し、ある図形を平行移動させ

た図形をかくことができる。 

○平面図形に関する用語や記号の

意味と使い方を理解している。 

 

３ 

回転移動の意味とその性質

を理解する。 

・正六角形の模様の中の 2 つの図形の関係

を移動の見方で観察し、回転移動につい

て知る。 

・回転移動の性質をもとにして、ある図形

を回転移動させた図形をかく。 

・点対称な図形を回転移動の見方で捉え

る。 

［用語・記号］回転移動、回転の中心、∠

ＡＯＢ 

○回転移動の意味とその性質を理

解し、ある図形を回転移動させ

た図形をかくことができる。 

○平面図形に関する用語や記号の

意味と使い方を理解している。 

 



４ 

対称移動の意味とその性質

を理解する。 

・正六角形の模様の中の 2 つの図形の関係

を移動の見方で観察し、対称移動につい

て知る。 

・対称移動の性質をもとにして、ある図形

を対称移動させた図形をかく。 

・線対称な図形を対称移動の見方で捉え

る。 

［用語・記号］対称移動、対称の軸、垂線、

⊥、中点、垂直二等分線 

○対称移動の意味とその性質を理

解し、ある図形を対称移動させた

図形をかくことができる。 

○平面図形に関する用語や記号の

意味と使い方を理解している。 

  

５ 

2 つの合同な図形の関係を

移動の見方で捉え、説明す

ることができる。 

・正六角形の模様の中の 2 つの図形の関係

を移動の見方で観察し、その移動の方法

を平行移動、回転移動、対称移動を用い

て説明する。 

・図形の合同の意味を確認する。 

 ○2 つの合同な図形の関係を移動

の見方で捉え、説明することが

できる。 

○図形の移動を用いて、平面図形

の関係を捉えることのよさに気

づき、学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

基本の問題 

（教科書 p.168） 
６ 

 

２ 

基
本
の
作
図 

正六角形を正確にかく

には？ 

（教科書 p.169） ７ 

作図における定規とコンパ

スの役割と使い方を理解

し、簡単な作図ができる。 

・定規とコンパスを使って正六角形をか

き、それがかけるわけを説明する。 

・作図における定規とコンパスの役割と使

い方を知り、簡単な作図をする。 

［用語・記号］弧ＡＢ、弧の記号、弦 

○作図における定規とコンパスの

役割と使い方を理解し、簡単な

作図ができる。 

○円に関する用語や記号の意味と

使い方を理解している。 

 

○正六角形がかける理由を、コン

パスの役割に着目して考え、説

明することができる。 

○定規とコンパスだけを使って、

どんな図形がかけるかを考えよ

うとしている。 

１ 作図のしかた 

（教科書 p.170） 

２ 基本の作図 

（教科書 p.171～178） 

８ 

基本的な作図の方法を考え

るために、交わる 2つの円の 

性質を理解する。 

・基本的な作図の方法を考えるために、 

交わる 2 つの円の性質について調べる。 

○交わる 2 つの円の性質を理解し

ている。 

○交わる 2 つの円の性質を見いだ

し、説明することができる。 

９ 

垂線を作図する方法を理解

し、作図することができる。 

・垂線を作図する方法を、線対称な図形の

性質をもとにして考える。 

・点と直線との距離、平行な 2 直線の距離

の意味を知る。 

○垂線を作図する方法を理解し、

作図することができる。 

○点と直線との距離、平行な 2 直

線の距離の意味を理解してい

る。 

 ○基本的な作図の方法を、線対称

な図形の性質をもとにして考え

ようとしている。 

10 

線分の垂直二等分線を作図

する方法を理解し、作図す

ることができる。 

・線分の垂直二等分線を作図する方法を、

線対称な図形の性質をもとにして考え

る。 

・2 点から等距離にある点は、線分の垂直

二等分線上にあることを知る。 

○線分の垂直二等分線を作図する

方法を理解し、作図することが

できる。 

○2 点から等距離にある点は、線分

の垂直二等分線上にあることを

理解している。 

 

11 

角の二等分線を作図する方

法を理解し、作図すること

ができる。また、直線上の点

を通り、その直線に垂直な

直線を作図する方法を考

え、説明することができる。 

・角の二等分線を作図する方法を、線対称

な図形の性質をもとにして考える。 

・角の 2 辺までの距離が等しい点は、その

角の二等分線上にあることを知る。 

・直線上の点を通り、その直線に垂直な直

線を作図する方法を考える。 

［用語・記号］（角の）二等分線 

○角の二等分線を作図する方法を

理解し、作図することができる。 

○角の 2 辺までの距離が等しい点

は、その角の二等分線上にある

ことを理解している。 

○直線上の点を通り、その直線に

垂直な直線を作図する方法を考

え、説明することができる。 

 



３ いろいろな作図 

（教科書 p.179～180） 
12 

基本的な作図を利用して、

円の接線やいろいろな条件

をみたす図形を作図するこ

とができる。 

・円の接線、接点の意味と円の接線の性質

を知る。 

・基本的な作図を利用して、円の接線やい

ろいろな条件をみたす図形を作図する。 

［用語・記号］接する、接線、接点 

○円の接線、接点の意味と円の接

線の性質を理解している。 

○基本的な作図を利用して、円の

接線やいろいろな条件をみたす

図形を作図する方法を考え、説

明することができる。 

○平面図形の性質を捉えることの

よさに気づき、基本的な作図を

生活や学習に生かそうとしてい

る。 

基本の問題 

（教科書 p.180） 
13 

 

いろいろな角を作図し

てみよう 

（教科書 p.181～182） 

14 

基本的な作図を利用して

75°の角を作図する方法を

考え、式や図を使って説明

することができる。 

・基本的な作図を利用して 75°の角を作

図する方法を考え、式や図を使って説明

する。 

・複数の作図の方法を比べて、同じところ

やちがうところを話し合う。 

 ○基本的な作図を利用して 75°の

角を作図する方法を考え、説明

することができる。 

○作図について学んだことを生活

や学習に生かそうとしている。 

○基本的な作図を活用した問題解

決の過程を振り返って検討しよ

うとしている。 

３ 

お
う
ぎ
形 

ケーキを 3 等分するに

は？ 

（教科書 p.183～184） 

15 

身のまわりにあるものを円

とみなして、その円を等分

してできるおうぎ形に着目

し、弧の長さや面積が中心

角に比例することを理解す

る。 

・ケーキを円とみなして、その円を 3 等分

する方法を考え、その方法で円を 3 等分

できる理由を説明する。 

・おうぎ形の中心角が 2 倍、3 倍になると、

弧の長さや面積がそれぞれ何倍になる

かを調べる。 

［用語・記号］おうぎ形、中心角 

○おうぎ形と中心角の意味を理解

している。 

○おうぎ形の弧の長さや面積が中

心角に比例することを理解して

いる。 

〇円が 3 等分できる理由を説明す

ることができる。 

〇おうぎ形について学んだことを

生活や学習に生かそうとしてい

る。 

１ おうぎ形 

（教科書 p.184～185） 
16 

おうぎ形の弧の長さや面積

を求めることができる。 

・おうぎ形の弧の長さや面積の求め方を、

中心角に比例することをもとにして考

える。 

・おうぎ形の弧の長さや面積を求める。 

○おうぎ形の弧の長さや面積が中

心角に比例することをもとにし

て、おうぎ形の弧の長さや面積

を求めることができる。 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.188） 
17 

 

 



6章 立体の見方をひろげよう [空間図形]   （18時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・空間における直線や平面の位置関係を理解してい

る。 

・立体図形の展開図や投影図について理解している。 

・基本的な柱体や錐体、球の表面積と体積を求めるこ

とができる。 

・空間図形を直線や平面図形の運動によって構成さ

れるものと捉えることができる。 

・空間図形を平面上に表現して平面上の表現から空

間図形の性質を見いだすことができる。 

・立体図形の表面積や体積の求め方を考察し表現す

ることができる。 

・空間図形の性質や関係を捉えることのよさに気づ

いて粘り強く考えようとしている。 

・空間図形について学んだことを生活や学習に生か

そうとしている。 

 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

い
ろ
い
ろ
な
立
体 

身のまわりから立体を

見つけよう 

（教科書 p.191～193） 

１ 

身のまわりにあるものから

立体を見いだし、それらの

立体をいろいろな見方で分

類することができる。 

・身のまわりにあるものから立体を見いだ

し、それらの立体をいろいろな見方で分

類する。 

 ○立体をいろいろな見方で分類

し、立体のどこに着目して分類

したかを説明することができ

る。 

〇空間図形の性質や関係を捉える

よさに気づいている。 

１ いろいろな立体 

（教科書 p.194～196） 

２ 

多面体の意味を理解する。

また、角錐や円錐の意味と

それらの特徴を理解する。 

・多面体の意味を知る。 

・角錐、円錐の意味を知る。 

・角柱と角錐、円柱と円錐、角錐と円錐の

共通点やちがいを考える。 

［用語・記号］多面体、角錐、円錐 

○多面体の意味を理解している。 

○角錐、円錐の意味とそれらの特

徴を理解している。 

○角柱と角錐、円柱と円錐、角錐と

円錐の共通点やちがいを見いだ

し、説明することができる。 

３ 

正多面体の意味とその特徴

を理解する。 

・巻末の紙を使って正多面体の模型を作

り、それらの共通点やちがいを考える。 

・正多面体の意味を知る。 

・正多面体の面の数、辺の数、頂点の数な

どをもとにして、正多面体の性質を調べ

る。 

［用語・記号］正多面体 

○正多面体の意味を理解してい

る。 

○正多面体の辺の数や頂点の数を

求めることができる。 

○正多面体の共通点やちがいを見

いだし、説明することができる。 

○正多面体の面の数、辺の数、頂点

の数などをもとにして、正多面

体の性質を見いだし、説明する

ことができる。 

２ 

立
体
の
見
方

と
調
べ
方 

どこから撮ったのか

な？ 

（教科書 p.197） 
４ 

空間内にある平面が 1 つに

決まる条件を理解する。 

・ピサの斜塔を鉛筆に見立てて、地図の上

に斜めに立てた鉛筆を観察し、ピサの斜

塔の写真が撮られた位置を考える。 

・空間内にある直線と平面について、1 つ

の直線上にない 3 点によって、平面が 1

つに決まるかどうかを考える。 

○空間内にある平面が 1 つに決ま

る条件を理解している。 

○空間内にある平面が 1 つに決ま

る条件を、具体物を用いて考え、

説明することができる。 

 



１ 直線や平面の位置

関係 

（教科書 p.198～203） 

５ 

空間内にある平面と平面、

直線と平面、直線と直線の

位置関係を理解する。 

・空間内にある平面と平面の位置関係を分

類し、交線の意味を知る。 

・空間内にある直線と平面の位置関係を分

類する。 

・空間内にある直線と直線の位置関係を分

類し、ねじれの位置にあることの意味を

知る。 

［用語・記号］交線、ねじれの位置にある 

○空間内にある平面と平面の位置

関係や交線の意味を理解してい

る。 

○空間内にある直線と平面の位置

関係を理解している。 

○空間内にある直線と直線の位置

関係やねじれの位置にあること

の意味を理解している。 

○平行な 2 つの平面に 1 つの平面

が交わってできる交線の関係

が、平行であると捉えることが

できる。 

６ 

空間内にある直線と平面の

垂直、平面と平面のつくる

角を理解する。 

・空間内にある直線と平面の垂直について

考える。 

・空間内にある平面と平面のつくる角につ

いて考える。 

・点と平面との距離、平面と平面との距離

の意味を知る。 

○空間内にある直線と平面の垂直

を理解している。 

○空間内にある平面と平面のつく

る角を理解している。 

○点と平面との距離、平面と平面

との距離の意味を理解してい

る。 

○空間内にある直線と平面が垂直

であることを確かめる方法を、

説明することができる。 

○空間内にある平面と平面のつく

る角の決め方を、説明すること

ができる。 

２ 面の動き 

（教科書 p.204～206） 
７ 

角柱や円柱、円錐、球など

を、平面図形の移動によっ

てできた立体とみることが

できる。 

・面をその面と垂直な方向に動かしてでき

る立体について考える。 

・長方形や直角三角形を空間で回転させて

できる立体について考える。 

・母線、回転体の意味を知る。 

［用語・記号］母線、回転体 

○母線、回転体の意味を理解して

いる。 

○平面図形の移動によってできる

立体の見取図をかくことができ

る。 

○空間図形を直線や平面図形の運

動によって構成されるものと捉

えることができる。 

○空間図形を直線や平面図形の運

動によって構成されるものと捉

えようとしている。 

３ 立体の展開図 

（教科書 p.207～209） 

８ 

角柱、円柱の展開図とその

特徴を理解する。 

・円柱と正三角柱の側面にかけたひものよ

うすを展開図に表し、どちらが短いかを

考える。 

・角柱や円柱の展開図で、側面になる長方

形の横の長さは、底面の多角形や円の周

の長さに等しいことを確かめ、それらの

長さを求める。 

○角柱や円柱の展開図とその特徴

を理解している。 

○角柱や円柱の展開図で、側面に

なる長方形の横の長さを求める

ことができる。 

○立体を展開図に表して、面の実

際の形や長さの関係を捉えるこ

とができる。 

○空間図形を平面上に表現して、

平面上の表現から空間図形の性

質を見いだそうとしている。 

９ 

角錐、円錐の展開図とその

特徴を理解する。 

・正四角錐の展開図をかいて、その特徴を

調べる。 

・底面が正多角形の角錐で、底面の辺の数

を増やしていくと、その展開図はどうな

るかを考える。 

・円錐の展開図で、側面になるおうぎ形の

弧の長さは底面の円周に等しいことを

確かめ、その長さを求める。 

○角錐の展開図をかくことができ

る。 

○角錐や円錐の展開図とその特徴

を理解している。 

○円錐の展開図で、側面になるお

うぎ形の弧の長さを求めること

ができる。 

○底面が正多角形の角錐で、その

底面の辺の数を増やしていく

と、その展開図は円錐の展開図

に近づくと捉えることができ

る。 

10 

円錐の展開図で、側面にな

るおうぎ形の中心角を求

め、展開図をかくことがで

きる。 

・円錐の展開図をかくために、側面になる

おうぎ形の中心角を求める。 

・円錐の展開図をかく。 

○円錐の展開図で、側面になるお

うぎ形の中心角を求めることが

できる。 

○円錐の展開図をかくことができ

る。 

○円錐の展開図で、側面になるお

うぎ形の中心角を求める方法を

考え、説明することができる。 

 



４ 立体の投影図 

（教科書 p.210～211） 
11 

投影図の意味を理解し、立

体の投影図から、その立体

を読みとったり、投影図に

立体のどの部分の実際の長

さがあらわれるかを考え、

説明したりすることができ

る。 

・平面に図をかいて、円錐の高さを調べる

方法について考える。 

・投影図の意味と立体の投影図のかき方を

知る。 

・立体の投影図から、その立体を読みとっ

たり、投影図に立体のどの部分の実際の

長さがあらわれるかを考えたりする。 

［用語・記号］投影図 

○投影図の意味と立体の投影図の

かき方を理解している。 

○立体の投影図から、その立体を

読みとることができる。 

○投影図に立体のどの部分の実際

の長さがあらわれるかを考え、

説明することができる。 

 

○空間図形を平面上に表すことの

よさに気づいている。 

基本の問題 

（教科書 p.212） 
12 

     

３ 

立
体
の
体
積
と
表
面
積 

広いのはどちらのテン

ト？ 

（教科書 p.213） 13 

角柱や円柱の体積の求め方

を理解し、それらを求める

ことができる。 

・２つのテントを三角柱と三角錐とみなし

て、体積の求め方を考える。 

・算数で学習した角柱や円柱の体積の求め

方を、底面の多角形や円をその面と垂直

な方向に高さの分だけ動かした立体と

みることと関連づけて捉え直す。 

・角柱や円柱の体積を求める。 

○角柱や円柱の体積の求め方を理

解し、それらを求めることがで

きる。 

 ○空間図形の体積や表面積の求め

方を考えようとしている。 

○空間図形について学んだことを

生活や学習に生かそうとしてい

る。 

１ 体積 

（教科書 p.214～216） 
14 

角錐や円錐の体積の求め方

を理解し、それらを求める

ことができる。 

・巻末の紙で作った模型を組み合わせた

り、水を使った実験を行ったりして、角錐

や円錐の体積を、底面積が等しく、高さが

等しい角柱や円柱の体積と比べ、それら

の求め方を考える。 

・角錐や円錐の体積を求める。 

○角錐や円錐の体積の求め方を理

解し、それらを求めることがで

きる。 

○角錐や円錐の体積を、底面積が

等しく、高さが等しい角柱や円

柱の体積と比べ、その求め方を

考え、説明することができる。 

○2 つのテントのうち、どちらの内

部の空間が広いかを考察し、説

明することができる。 

２ 表面積 

（教科書 p.217～218） 
15 

角柱や円柱、円錐の表面積

の求め方を理解し、それら

を求めることができる。 

・階段の形をした立体の表面積の求め方を

考える。 

・円柱の表面積の求め方を、展開図をもと

にして考える。 

・角柱や円柱の表面積を求める。 

・円錐の表面積の求め方を、展開図をもと

にして考える。 

・円錐の表面積を求める。 

［用語・記号］表面積、底面積、側面積 

○角柱や円柱、円錐の表面積の求

め方を理解し、それらを求める

ことができる。 

○角柱や円柱、円錐の表面積の求

め方を、展開図をもとにして考

え、説明することができる。 

○2 つのテントのうち、どちらの表

面積が大きいかを考察し、説明

することができる。 

３ 球の体積と表面積 

（教科書 p.219～221） 
16 

球の体積や表面積の求め方

を理解し、それらを求める

ことができる。 

・実験を行うなどして、球の体積や表面積

を、その球がちょうど入る円柱の体積や

表面積と比べ、その求め方を考える。 

・球の体積と表面積を求める。 

○球の体積や表面積の求め方を理

解し、それらを求めることがで

きる。 

○球の体積や表面積を、その球が

ちょうど入る円柱の体積や表面

積と比べ、その求め方を考え、説

明することができる。 

基本の問題 

（教科書 p.221） 
17 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.222） 
18 

 



7章 データを活用して判断しよう [データの分析と活用] （11時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理

解している。 

・累積度数、累積相対度数の必要性と意味を理解して

いる。 

・代表値や範囲の必要性と意味を理解している。 

・コンピューターなどの情報手段を用いるなどして

データを表やグラフに整理することができる。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られる確率

の必要性と意味を理解している。 

・目的に応じてデータを収集して分析し、そのデータ

の分布の傾向を読みとり、批判的に考察し判断する

ことができる。 

・多数の観察や多数回の試行の結果をもとにして、不

確定な事象の起こりやすさの傾向を読みとり表現

することができる。 

・ヒストグラムや相対度数のよさに気づき粘り強く

考えようとしている。 

・ヒストグラムや相対度数について学んだことを生

活や学習に生かそうとしている。 

・ヒストグラムや相対度数を活用した問題解決の過

程を振り返って検討したり、多面的に捉え考えよう

としたりしている。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られる確率

のよさに気づき粘り強く考えようとしている。 

・多数の観察や多数回の試行によって得られる確率

について学んだことを生活や学習に生かそうとし

ている。 

 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

デ
ー
タ
の
整
理
と
分
析 

現在のチームを分析し

よう 

（教科書 p.225～227） 

１ 

既習のデータの整理や分析

の方法を、問題解決に生か

そうとしている。 

・現在のチームの 1500m 走の記録が、優勝

時のチームの記録と比べて遅くなった

かどうかを調べる方法について話し合

う。 

  ○既習のデータの整理や分析の方

法を、問題解決に生かそうとし

ている。 

 

１ データの分布の見

方 

（教科書 p.228～233） 

２ 

データを度数分布表やヒス

トグラムに表し、分布の特

徴を読みとり、説明するこ

とができる。 

・現在のチームと優勝時のチームの 1500

ｍ走の記録を度数分布表やヒストグラ

ム、度数折れ線に表し、それぞれの分布

の特徴を読みとる。 

・階級の幅の異なる複数のヒストグラムを

比較し、検討する。 

［用語・記号］累積度数、ヒストグラム、

度数折れ線 

○ヒストグラムや度数折れ線の必

要性と意味を理解し、それらを

用いてデータを整理することが

できる。 

○累積度数の必要性と意味を理解

し、求めることができる。 

○度数分布表やヒストグラムか

ら、データの分布の特徴を読み

とり、説明することができる。 

○ヒストグラムや相対度数の必要

性や意味を考えようとしてい

る。 

３ 

相対度数の必要性と意味を

理解し、2 つのデータを相対

度数の折れ線に表して、分

布を比較し、説明すること

ができる。 

・現在のチームと優勝時のチームの 1500

ｍ走の記録の相対度数を求め、折れ線に

表して、2 つの分布を比較する。 

・現在のチームと優勝時のチームで、1500m

走を 6 分未満で走った生徒の割合を、累

積相対度数を用いて比較する。 

［用語・記号］相対度数、累積相対度数 

○相対度数の必要性と意味を理解

し、求めることができる。 

○累積相対度数の必要性と意味を

理解し、求めることができる。 

○相対度数の折れ線から、2 つのデ

ータの分布を比較し、説明する

ことができる。 

 



２ データの分布の特

徴の表し方 

（教科書 p.234～235） 

４ 

代表値や範囲を用いてデー

タの分布の傾向を読みと

り、説明することができる。 

・現在のチームと優勝時のチームの 1500

ｍ走の記録の代表値や範囲を求め、それ

らを用いて、現在のチームの記録が優勝

時のチームと比べて遅くなったといえ

るかどうかを説明する。 

［用語・記号］平均値、中央値（メジアン）、

最頻値（モード）、範囲（レンジ） 

○代表値や範囲の必要性と意味を

理解し、それらを求めることが

できる。 

○代表値や範囲を用いてデータの

分布の傾向を読みとり、説明す

ることができる。 

〇代表値や範囲の必要性や意味を

考えようとしている。 

基本の問題 

（教科書 p.236） 
５ 

 

２ 

デ
ー
タ
の
活
用 

運動時間は増えたか

な？ 

（教科書 p.237～238） 

６ 

目的に応じてデータを収集

して分析し、そのデータの

分布の傾向を読みとり、批

判的に考察し判断すること

ができる。 

・運動時間のデータを分析し、データの分

布の傾向を適切に読みとれるようにヒ

ストグラムに表し、その傾向を説明す

る。 

 ○度数折れ線やヒストグラムか

ら、データの分布の傾向を読み

とり、批判的に考察し判断する

ことができる。 

○データを分析して問題解決する

過程を生活や学習に生かそうと

している。 

○データを分析した問題解決の過

程を振り返って検討したり、多

面的に捉え考えようとしたりし

ている。 

１ データの活用 

（教科書 p.239～240） 
７ 

データを使った問題解決の

過程を振り返り、批判的に

考察し判断することができ

る。 

・データを正しく読みとることができてい

るかを、批判的に考察し判断する。 

 ○データを使った問題解決の過程

を振り返り、批判的に考察し判

断することができる。 

３ 

こ
と
が
ら
の
起
こ
り
や
す
さ 

どちらを選ぶ？ 

（教科書 p.241） 
８ 

不確定な事象の起こりやす

さを、その事象の起こる割

合や試行の回数に着目して

考え、説明することができ

る。 

・ホエールウォッチングで、A 社と B 社の

どちらのほうがクジラと出会いやすい

かを、出航回数と出会った回数のデータ

を用いて考え、説明する。 

 ○不確定な事象の起こりやすさ

を、その事象の起こる割合や試

行の回数に着目して考え、説明

することができる。 

○多数の観察や多数回の試行によ

って得られる確率の必要性や意

味を考えようとしている。 

１ 起こりやすさの表

し方 

（教科書 p.242～245） 

９ 

多数の観察や多数回の試行

によって得られる確率の必

要性と意味を理解する。 

・ペットボトルキャップを投げる実験を多

数回行った結果を表やグラフに整理し、

表向きになる相対度数がどのように変

化するかを調べる。 

［用語・記号］確率 

○多数の観察や多数回の試行によ

って得られる確率の必要性と意

味を理解している。 

 

 

10 

多数の観察や多数回の試行

の結果をもとにして、不確

定な事象の起こりやすさの

傾向を読みとり、説明する

ことができる。 

・新入生向けに各サイズの上ばきを何足仕

入れておけばよいかを、過去 3 年分のデ

ータをもとに考え、説明する。 

 

 ○多数の観察や多数回の試行の結

果をもとにして、不確定な事象

の起こりやすさの傾向を読みと

り、説明することができる。 

○多数の観察や多数回の試行によ

って得られる確率について学ん

だことを生活や学習に生かそう

としている。 

○多数回の観察や多数回の試行に

よって得られる確率のよさに気

づいている。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.246） 
11 

 

 



台東区立浅草中学校

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
33% 33%

・テスト　・レポート
・課題　　・提出物

・課題　　・提出物
・レポート・発言
・授業態度

領域 単元

化
学

身
の
ま
わ
り
の
物
質

物質のすがた、水溶液、状態変化に関
する事象・現象の中に問題を見いだし、
目的意識をもって観察、実験などを行
い、事象や結果を分析して解釈し、自ら
の考えを表現している。

物質のすがた、水溶液、状態変化に関
する事象・現象に進んでかかわり、そ
れらを科学的に探求するとともに、事象
を日常生活とのかかわりでみようとす
る。

生
物

植
物
の
世
界

生物の観察、植物・動物の仲間に関す
る事象・現象の中に問題を見いだし、目
的意識をもって観察、実験などを行い、
事象や結果を分析して解釈し、自らの
考えを表現している。

生物の観察、植物・動物の仲間に関す
る事象・現象に進んでかかわり、それを
科学的に探求するとともに、生命を尊
重し、自然環境の保全を寄与しようとす
る。

物
理

身
の
ま
わ
り
の
現
象

光と音、力と2力のつり合いに関する事
象・現象の中に問題を見いだし、目的
意識をもって観察、実験などを行い、事
象や結果を分析して解釈し、自らの考
えを表現している。

光と音、力と2力のつり合いに関する事
象・現象に進んでかかわり、それらを科
学的に探求するとともに、事象を日常
生活とのかかわりでみようとする。

地
学

大
地
の
変
化

火山と地震、地層の重なりと過去の様
子に関する事象・現象・自然の恵みと火
山災害・地震災害の中に問題を見いだ
し、目的意識をもって観察、実験などを
行い、事象や結果を分析して解釈し、自
らの考えを表現している。

火山と地震、地層の重なりと過去の様
子に関する事象・現象・自然の恵みと
火山災害・地震災害に進んでかかわ
り、それを科学的に探求するとともに、
自然環境の保全を寄与しようとする。

観察やモデル実験などを通して、火山と地震、地層の重なりと過去の様子に関
する事象・現象・自然の恵みと火山災害・地震災害についての基本的な概念や
原理・法則を理解し、知識を身に付けている。
火山と地震、地層の重なりと過去の様子に関する事象・現象・自然の恵みと火山
災害・地震災害についての観察、実験の基本操作を習得するとともに、観察、実
験の計画的な実施、結果の記録や整理など、事象を科学的に探求する技能の
基礎を身につけている。

令和７年度

第1学年　理科 　観点別学習状況の評価規準

配分

具体的
評価資料

評価の観点 知識・技能
34%

・テスト　・小テスト　　・レポート      ・課題
・活動観察　・提出物

観察や実験などを通して、物質のすがた、水溶液、状態変化に関する事象・現象
についての基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。
物質のすがた、水溶液、状態変化に関する事象・現象について観察、実験の基
本操作を習得するとともに、観察、実験の計画的な実施、結果の記録や整理な
ど、事象を科学的に探求する技能の基礎を身につけている。

観察や実験などを通して、植物・動物の仲間に関する事象・現象についての基
本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。
生物の観察、植物・動物の仲間に関する事象・現象についての観察、実験の基
本操作を習得するとともに、観察、実験の計画的な実施、結果の記録や整理な
ど、事象を科学的に探求する技能の基礎を身につけている。

観察や実験などを通して、光と音、力と2力のつり合いに関する事象・現象につい
ての基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。
光と音、力と2力のつり合いに関する事象・現象について観察、実験の基本操作
を習得するとともに、観察、実験の計画的な実施、結果の記録や整理など、事象
を科学的に探求する技能の基礎を身につけている。



令和７年度 第１学年英語科評価規準 

 

【聞くこと】 

目標 

●簡単な商品説明や天気予報などを聞いて，自分が必要な情報を聞き取ることができる。 
●自分の興味のある事柄についての簡単な説明（映画の予告編など）を聞いて，その大まかな内容を聞き取ること
ができる。 

●短く簡単なアナウンスやインタビューを聞いて，重要な情報を聞き取ることができる。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

［知識］1 年生で学ぶ言語材料のき
まりに関する事項を理解してい
る。 

［技能］1 年生で学ぶ言語材料を活
用して，日常的な話題について
（はっきりと）話された文章等
を聞いて，その内容を捉える技
能を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目的，
場面，状況などに応じて，・ 簡単な
商品説明や天気予報などを聞い
て，必要な情報を聞き取っている。 
・自分の興味のある事柄について
の簡単な説明（映画の予告編な
ど）を聞いて，その大まかな内容
を聞き取っている。 

・短く簡単なアナウンスやインタ
ビューを聞いて，重要な情報を
聞き取っている。 

コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて， 
・簡単な商品説明や天気予報などを聞い
て，必要な情報を聞き取ろうとしてい
る。 

・自分の興味のある事柄についての簡単
な説明（映画の予告編など）を聞いて，
その大まかな内容を聞き取ろうとして
いる。 

・短く簡単なアナウンスやインタビュー
を聞いて，重要な情報を聞き取ろうと
している。 

 

【読むこと】 

目標 

●チラシや観光案内などを読んで，自分が必要な情報を読み取ることができる。 
●簡単な記事や自分あてのメールを読んで，その大まかな内容を読み取ることができる。 
●写真などをたよりに短い物語を読んで，そのあらすじをつかむことができる。 
●簡単な英語で書かれたパンフレットを読んで，その重要な情報を読み取ることができる。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

［知識］1 年生で学ぶ言語材料のき
まりに関する事項を理解してい
る。 

［技能］1 年生で学ぶ言語材料を活
用して，日常的な話題について
書かれた文章等を読んで，その
内容を捉える技能を身に付けて
いる。 

コミュニケーションを行う目的，
場面，状況などに応じて， 
・チラシや観光案内などを読んで，
自分が必要な情報を読み取って
いる。 

・簡単な記事や自分あてのメール
を読んで，その大まかな内容を
読み取っている。 

・写真などをたよりに短い物語を
読んで，そのあらすじをつかん
でいる。 

・簡単な英語で書かれたパンフレ
ットを読んで，その重要な情報
を読み取っている。 

コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて， 
・チラシや観光案内などを読んで，自分が
必要な情報を読み取ろうとしている。 

・簡単な記事や自分あてのメールを読ん
で，その大まかな内容を読み取ろうと
している。 

・写真などをたよりに短い物語を読んで，
そのあらすじをつかもうとしている。 

・簡単な英語で書かれたパンフレットを
読んで，その重要な情報を読み取ろう
としている。 

 

 

 

 

 

 

 



【話すこと（やり取り）】 

目標 

●自分の持ち物や好きなことについて即興で伝え合うことができる。 
●準備をした上で，メモを見ながら，簡単なやり取りをすることができる。 
●社会的な話題について，読んだ英文の内容について，考えたことや感じたことを伝え合うことができる。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

［知識］1 年生で学ぶ言語材料のき
まりに関する事項を理解してい
る。 

［技能］日常的な話題について，1
年生で学ぶ言語材料などを用い
て，事実や自分の考えなどを，
（即興で）伝え合う技能を身に
付けている。 

コミュニケーションを行う目的，
場面，状況などに応じて， 
・自分の持ち物や好きなことにつ
いて即興で伝え合っている。 

・準備をした上で，メモを見なが
ら，簡単なやり取りをしている。 

コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて， 
・自分の持ち物や好きなことについて即
興で伝え合おうとしている。 

・準備をした上で，メモを見ながら，簡単
なやり取りをしようとしている。 

 

【話すこと（発表）】 

目標 

●身近な人物について，即興で簡単な紹介ができる。 
●自分の興味のある事柄（好きな偉人や理想のロボットなど）について，準備した上で発表することができる。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

［知識］1 年生で学ぶ言語材料のき
まりに関する事項を理解してい
る。 

［技能］日常的な話題について，1
年生で学ぶ言語材料などを用い
て，事実や自分の考えなどを，
（即興で）話す技能を身に付け
ている。 

コミュニケーションを行う目的，
場面，状況などに応じて， 
・身近な人物について，即興で簡単
な紹介している。 

・自分の興味のある事柄（好きな偉
人や理想のロボットなど）につ
いて，準備した上で発表してい
る。 

コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて， 
・身近な人物について，即興で簡単な紹介
しようとしている。 

・自分の興味のある事柄（好きな偉人や理
想のロボットなど）について，準備した
上で発表しようとしている。 

 

【書くこと】 

目標 

●自分を紹介する短い文章を書くことができる。 
●学校行事や町について，短く簡単な記事や紹介文を書くことができる。 
●読んだ英文の内容について，考えたことや感じたこと，疑問に思ったことを書くことができる。 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

［知識］1 年生で学ぶ言語材料のき
まりに関する事項を理解してい
る。 

［技能］日常的な話題について，1
年生で学ぶ言語材料などを用い
て，事実や自分の考えなどを正
確に書く技能を身に付けてい
る。 

コミュニケーションを行う目的，
場面，状況などに応じて， 
・自分を紹介する短い文章を書い
ている。 

・学校行事や町について，短く簡単
な記事や紹介文を書いている。 

コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて， 
・自分を紹介する短い文章を書こうとし
ている。 

・学校行事や町について，短く簡単な記事
や紹介文を書こうとしている。 

 



台東区立浅草中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　授業への取り組み
　実技テスト　　期末テスト

　授業への取り組み　提出物
　実技テスト　　　　期末テスト

　授業への取り組み態度
　提出物　　ワークシート
　自己評価票　期末テスト

領域 単元

表
　
現

・音程やリズムを正確に表現することがで
きる。
・旋律の特徴や歌詞の美しさに関心を持
ち、イメージを持って意欲的に歌うことがで
きる。
・箏の基本の奏法を身につけ演奏すること
ができる。

・読譜の基礎基本を学び、音楽の用語や記号を理
解し、表現として表すことができる。
・楽曲を形づくっている要素を知覚し、意図をもっ
た表現を工夫する。
・伝統音楽の良さを味わうとともに邦楽器の基本
奏法を身につけ音色を生かした表現ができる。
・声域や曲想にあった響きのある発声法を身につ
け表現できる。

・音楽に親しみ、音楽表現に関心を持ち、
主体的に取り組むことができる。
・クラスの仲間と協力し、合唱を創りあげよ
うとしている。
・音楽表現の特徴や曲想に関心を持ち、表
現活動をすることに意欲的に取り組むこと
ができる。

鑑
　
賞

・作曲者や時代背景について理解を深め、
良さや美しさを味わって聴くことができる。

・多様な楽曲を鑑賞し、形づくっている音楽
的な要素や特徴を知覚し、言葉で表現でき
る。
・楽曲の雰囲気や曲想を感受し、感想とし
て表現できる。

・多様な音楽に関心を持ちながら、特徴や
曲想などに関心を持ち、意欲的に鑑賞活
動に取り組み、楽曲のよさや美しさを味わ
うことができる。

令和７年度

　　第１学年　  音楽科   　観点別学習状況の評価規準

配分

具体的
評価資料

評価の観点



台東区立浅草中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

授業への取り組み・姿勢、作業場面での様子､作品､
定期考査

授業への取り組み・姿勢、作業場面での様子､ワークシー
ト、作品､定期考査

授業への取り組み・姿勢、作業場面での様子､鑑賞、提
出物、定期考査

領域 単元

鑑
賞

絵
画
・
彫
刻
・

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸

過去から現代に続く、大きな歴史に思いを馳せ、美術文
化や作品を理解し、美術について関心を持ち、自分なり
の考えを持って、素直な感想を述べようとする。

表現したり鑑賞する楽しさを感じながら、自分なりに味わ
いながら、美術に対する興味・関心・意欲を高める。
自他の作品に関心を持ち、制作した人々の思いや願いを
想像することができ、人間と造形の関わりについての意
味を考えることができる。

絵
画
・
彫
刻

造形的に美しい形を創造でき、鉛筆の濃淡を効果的
に工夫して立体感を表すことができる。
対象の持つ形や色や材質の特徴を観察し、鉛筆の濃
淡の技法を工夫して、材質感や立体感を表すことが
できる。

対象の持つ形の特徴を受け止め、視点や構図を工夫し
て、画面に取り入れることができる。

対象の持つ色や形からそのおもしろさを発見し新鮮な気
持ちを持って表そうとする。
見慣れた物にも形や色や材質のおもしろさや特徴がある
ことに興味を持ち、意識的に観察でき粘り強く作品を仕上
げようとする

デ
ザ
イ
ン

（
色
彩

）

色彩の持つ性質や特性を生かして、思い通りの配色
を工夫し、むらなく彩色する。

色彩の持つ性質や特性を生かして、意図にあった配色が
できる。

色の持つ性質や特性を知り、色から受ける感動や表現
効果に対して興味や関心を持とうとする。

デ
ザ
イ
ン

（
平
面

）

構成やレタリングの持つ効果を理解し、しっかりと土
台を構築でき、計画的に制作を進めることができる。

伝達するための機能や表現効果などを考え、総合的に構
想することができる。

情報伝達のデザインが他者に思いや情報を伝えることを
つねに念頭に置き、それを美しく読みやすい文字のデザ
インに生かそうとする。

工
芸

用途や機能、使用する者の気持ちを考え、自己の表
現したい内容と他者への思いやりの心に基づいて創
意工夫して表現する。

材料の持つ性質や特質を理解し、自ら自分らしい発想を
することができる。

下絵づくりから成形、仕上げまで根気よく制作しようとす
ることができる。
生活の中に美術が様々に用いられていることや、美と機
能性との関わりに気づき、その働きについて理解する。

表
現

令和7年度

第１学年　 美術 　観点別学習状況の評価規準

配分

具体的
評価資料

評価の観点



台東区立浅草中学校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・定期考査
・作業、作品、課題
・課題提出の内容

・定期考査
・作業、作品、課題
・振り返りシート
・課題提出の内容

・定期考査
・授業態度、意欲 ・忘れ物 ・発言
・作業、課題へ取り組む姿勢
・振り返りシート
・課題提出の内容

領域 単元

材
料
と
加
工
の
技
術

・身の回りの製品に生かされている材料の特性と材料に適した加
工方法について理解している。
・木材，金属，プラスチックなどの特性と特性を生かした利用方法
について理解している。
・安全・適切な製作や検査・修正をすることができる技能を身に付
けている。
・材料と加工の技術の概念について理解している。

・「技術の見方・考え方」を働かせて，問題を発見し，自分なりの課題を設
定する力を身に付けている。
・材料の選択や成形の方法などを構想し，設計を具体化する力を身に付
けている。
・構想に基づいて，製作の計画を立てることができる力を身に付けている。
・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，材料と加工の
技術を評価し，適切な選択，管理・運用，改良，応用について考えている。

・主体的に材料と加工の技術について考えようとしている。
・自分なりの新しい考え方や捉え方によって，知的財産を創造する
とともに，他者のアイディアを尊重し，それらを保護・活用しようとし
ている。
・他者と協働して，粘り強く取り組もうとしている。
・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，材料と
加工の技術を工夫し創造しようとしている。

情
報
の
技
術

・情報の表現や記録ができる仕組みを理解している。
・情報社会のモラルの重要性を理解し、適切なモラルを理解する。

・情報の特性を理解し、情報社会について自分なりの考えを持つこ
とができている。

・主体的に情報の技術について考えようとしている。
・情報が釈迦愛に与える影響を理解して、望ましい情報社会のため
に取るべき態度を身につけようとしている。
・情報の安全を確保するために必要な判断や対応をする力を身に
付けようとしている。
・主体的に情報の技術について考えようとしている。

家
族
・

家
庭

・一人一人の生活の自立や家族と家庭生活を工夫していく必要性を理解する。 ３年間の学習の見通しをつける ・自分の生活を振り返り、生活について関心をもっている。

家
庭
科

衣
生
活
と
自
立

（
衣
服
の
選
択
と

手
入

）

・衣服のはたらきを理解している。
・布の構造や材料の特徴を理解している。
・表示の意味を理解している。
・既製服についている表示を理解し、衣服の選択に生かす。
・衣服の材料に応じた手入れや補修ができるようにする。

・衣服のはたらきをふまえて、目的に応じたそれぞれの場に合った
ふさわしい衣服の着方を工夫する。

・衣服の選択や手入れについて、関心をもって学習している。

衣
生
活
と
自
立

（
生
活
の
工
夫

）

・作業を計画的に実施できる。
・ミシンや裁縫道具を目的に合わせて、適切に使用することができる。
・作品製作の手順を理解している。
・裁縫道具の安全な管理や使用方法について理解している。

・布などの材料を用いて、生活を豊かにするための作品を工夫して
製作する。

・衣服に関心をもち、布などを用いて作品を作ろうとしている。

消費者の権利と責任
消費者の基本的な権利と責任，自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影
響について理解している。

自立した消費者としての消費行動について問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現す
るなどして課題を解決する力を身に付けている。

よりよい生活の実現に向けて，消費者の権利と責任について，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造
し，実践しようとしている。

第１学年　     　技術家庭科観点別学習状況の評価規準
令和7年度

評価の観点
配分

具体的
評価資料

技術家庭科共通事項                                                                                                                                                                              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                          ・
振り返りシートに必要事項を丁寧にまとめ提出物を提出期限までに出している。
・毎授業の板書事項を丁寧にまとめる。・忘れ物をしない。
・意欲を持って学習している。



台東区立浅草中学校

知識 技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
33% 33%

・ペーパーテスト
・授業ワークシート

・実技テスト
・授業内観察

・ペーパーテスト
・グループでの話し合い
・授業ワークシート（レポート）

・自ら学ぶ態度
・自らの学習状況の把握
・自己調整

領域 単元

体
つ
く
り
運
動

〇ラジオ体操・新体力テスト・運動会学年種目
１．体つくり運動の意義には、心と体をほぐし、体を動かす楽しさや
心地よさを味わうことについて理解している。

１．のびのびとした動作で用具などを用いた運動を行うことを通じて、気付いたり関わり
合うことができる。
２．仲間と動きを合わせたり、対応したりする運動を行うことを通して、気付いたり関わ
り合ったりすることができる。

１．自己の課題を発見し、合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に
伝えている。

器
械
運
動

〇バスケットボール・バレーボール・サッカー・ハンドボール・ソフト
ボール、アルティメット
１．集団対集団、個人対個人で攻防を展開し、勝敗を競う楽しさや
喜びを味わうこと特性があることを理解している。
２．各種目において用いられる技術には名称があり、それらを身に
付けるポイントがあることを理解している。

１．ゴール方向に守備者がいない位置でシュートをすることができる。（ゴール型）
２．サービスでは、ボールの中心付近で捉えることができる。（ネット型）
３．地面と水平になるようにバットを振り抜くことができる。（ベースボール型）

陸
上
競
技

〇短距離走・長距離走・走り幅跳び・走り高跳び・リレー
１．自己の記録に挑戦したり、競争したりする楽しさや喜びを味わう
ことができる。
２．各種目において用いられる技術の名称があり、それぞれの技
術での動きのポイントを理解している。

１．クラウチングスタートから徐々に上体を起こしていき加速することができる。（短距離
走）
２．自己に適した距離、又は歩数の助走をすることができる。（走り幅跳び）
３．リズミカルな助走から力強い踏み切りに移ることができる。（走り高跳び）

水
泳

〇クロール・平泳ぎ・背泳ぎ
１．泳法を身に付け、続けて長く泳いだり、早く泳いだり、競い合っ
たりする楽しさや喜びを味わうことを理解している。
２．それぞれの種目で主として高まる体力要素が異なることを理解
している。

１．一定のリズムで強いキックを打つことができる。（クロール）
２．蹴り終わりで長く伸びるキックをすることができる。（平泳ぎ）
３．水中で両足あるいは左右どちららかの足をプールの壁につけた姿勢から、スタート
の合図と同時に顔を水中に沈め、抵抗の少ない流線型の姿勢をとって壁を蹴り泳ぎだ
すことができる。（スタート）

球
技

〇マット運動・跳び箱運動
１．器械運動には多くの「技」があり、これらの技に挑戦し、その技
ができる楽しさや喜びを味わうことを理解している。
２．運動の基本形態を示す名称と、運動の経過における課題を示
す名称によって名づけられていることを理解している。

１．開始姿勢や終末姿勢、組合せの動きや手の着き方などの条件を変えて回ることが
できる。（マット）
２．踏み切りから上体を前方に振り込みながら着手するための動き方、突き放しによっ
て直立体勢に戻して着地するための動き方で、基本的な技の一連の動きを滑らかにし
て跳び越すことができる。（跳び箱）

ダ
ン
ス

〇ソーラン節・よっちょれ・現代的なリズムのダンス
１．仲間とともに感じを込めて踊ったり、イメージを捉えて自己を表
現したりすることに楽しさや喜びを味わうことができる。

１．小道具を操作する踊りでは、曲調・手足の動きを一致させて、にぎやかな掛け声と
歯切れのよい動きで踊ることができる。
２．軽快なリズムに乗って弾みながら、揺れる、回る、ステップを踏んで手をたたく、ス
トップを入れるなどリズムを捉えて自由に踊ったり、相手の動きに合わせたりずらした
り、手をつなぐなど相手と対応しながら踊ることができる。

武
道

〇柔道
１．対人的な技能を基にした運動で、我が国固有の文化であること
を理解している。
２．技能の習得を通じて、人間形成を図るという伝統的な考え方を
理解している。

１．姿勢と組み方では、相手の動きに応じやすい自然体で組むことができる。（柔道）
２．後ろ受け身では、あごを引き、頭をあげ、両方の腕全体で畳を強くたたくことができ
る。（柔道）

保
健

保
健

健康についての自他の課題を発見し、よ
りよい解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養おうとしている。

生涯を通じて心身の健康の保持増進
を目指し、明るく豊かな生活を営む態
度を養おうとしている。

【共通項目】

１．提示された動きのポイントやつまずき
の事例を参考に、仲間の課題や出来映え
を伝えようとしている。
２．学習した安全上の留意点を、他の学
習場面に当てはめ、仲間に伝えている。
３．体力や技能の程度、性別等の違いを
踏まえて、仲間とともに楽しむための練習
や競争を行う方法を見付け、仲間に伝え
ている。

33%

個人生活における健康・安全について理解するとともに、基本的な技能を身に付けることができる。

　【共通項目】
１．保健体育に関心を持ち積極的意欲を持って参加している。　  　２．進んで各種目に積極的に取り組もうとしている。
３．健康に留意し見学をしないで授業に参加している。　　　　　　  　４．常に安全を心がけ、身だしなみなどに配慮している。
５．各種目を通して公正・協力・責任などの態度を身につける。

令和７年度

第 １学年保健体育　     　観点別学習状況の評価規準

配分

具体的
評価資料

評価の観点

体
育

【共通項目】

１．学習に積極的に取り組もうとしている。
２．勝敗などを認め、ルールやマナーを守
ろうとしている。
３．用具等の準備や後片付け、記録など
の分担した役割を果たそうとしている。
４．一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を認めようとしている。
５．健康・安全を確保している。


